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 はじめに

このガイドは、 の管理者を対象としています。

は、シスコのオンプレミスのビデオ会議プラットフォーム

用の管理ツールです。ライセンスを管理し、 に対して使いや

すいインターフェイスを提供します。

の管理者は、次の操作を実行できます。

• のインストールと設定

• のライセンス設定の編集

• 上でのスペーステンプレートと アプリのユーザのプロビジョニング

• ビデオオペレータとしての機能

ビデオオペレータは、次の操作を実行できます。

• アクティブな会議と、 週間以内に終了した会議のすべての表示

• （ ）を使用して予定されているミーティ

ングの表示

• アクティブな会議の管理

• の現在のライセンスステータスの確認

以降は 以降では必須であり、追加のラ

イセンスは必要ではありません。

 の新機能

新機能と変更の全体の概要については、リリースノートを参照してください。

このリリースでは、次のセクションを更新しました。

• ユーザー ユーザーの追加またはユーザ設定の編集：管理者は、ビデオオペレータを特

定のスペースにタグ付けして、それらのスペースに関連付けられたミーティングにのみ

アクセスできるようになりました。

• ライセンス：ライセンスの予約中に、 （ ）の応

答時間が予想される 秒よりも長くかかる場合、さまざまなタイムアウト値でさらに

回の再試行が試行されます。
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 ソフトウェア

は仮想化されたアプライアンスです。 （仮想マシン）の仕様は、

が実行またはモニタリングする必要のある同時アクションの数によって

異なります。仕様と要件については、管理している の数に関連するサイジングの見

積もりを含め、『インストールおよび構成ガイド』を参照してください。

セキュリティのため、最初の実行後はコンソールにユーザアクセスできません。インストールプ

ロセスを除き、 はすべてブラウザ インターフェイスを介して使用します。



 展開の概要  
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 展開の概要

の つのインスタンスは、以下に示すように、単一の のみ

を持つ小規模な 展開、または複数の クラスタを持つ大規模な

展開を管理できます。

図 ： 展開内の単一の

は、 を介して に接続します。アクティ

ブな会議に関する情報を取得するために、各 において、 （コール詳細レコー

ド）の受信側、そしてイベントクライアントとしてインストールすることで、 リクエスト、

、および イベントを介したアクティブな会議に関する情報を取得します。

注：クラスタのライセンスとプロビジョニングに のみを使用する

ことを選択した場合、 は、そのクラスタの の の

受信側またはイベントクライアントとして機能しません。

信頼性と正確性を高めるために、複数の サーバーを構成できます。

は、最大 つの サーバーをサポートします。すべての と

のすべてのインスタンスを同じ サーバーに接続することをお勧めします。
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 ユーザーの認証

は、 を介したローカル管理ユーザおよびユーザ認証をサポートし

ています。ローカルユーザのみ、 ユーザのみ、または両方を選択できます。

• ローカルユーザー（ ） は の ユーザー

（ ） ページでローカルで追加および管理されます。これらのユーザは、

によって直接認証されます。

インストール中に 人のローカル管理者ユーザが生成され、初めてサインインした後にさ

らにユーザを追加できます。ローカルユーザは、セットアップとテストを行い、

からロックアウトされなくても を変更する場合に役立ちます。

• ユーザは、 サーバ上の既存のグループへのマッピングを介して追加されます。

は、 サーバを使用して、サインイン時にグループメンバー

シップを確認することで、これらのユーザを認証します。

を介した認証は、一般的な使用と管理に推奨されています。

少なくとも つのローカル管理者ユーザアカウントを登録することを推奨します。 に問

題がある場合でも にアクセスできるようにするためです。実稼働で一般

的に使用する場合は、ユーザは 経由で認証することを推奨します。

注：すべてのユーザは、管理者またはビデオオペレータのいずれかになります。それらのアク

セス許可は、ローカルで管理されているか 経由で管理されているかではなく、ロールの

みに依存します。

 セキュリティおよび監査

は、 インターフェイスおよび接続されたサーバーへの安全な接続

のために をサポートします。

バックアップファイルは、ユーザーが指定したパスワードで保護されます。

アクティブな会議と最近の会議のイベントログは、 で利用できます。監

査ログとシステムログは、外部の サーバーに送信できます。

また、特定の設定が必要な場合、高度なセキュリティ設定を組織のセキュリティポリシーに準

拠させます。

 診断とトラブルシューティング

は、限られた量のシステムログをローカルに保存します。すべての監査

ログとシステムログは、外部サーバーに送信できます。

クラッシュログとログバンドルは、サポート目的で利用できます。

の詳細、ローカルユーザアカウント、およびパスフレーズディクショナリは、他の

設定の詳細とは別に復元できます。
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 （ ）との統合

は と統合できるため、 を使用して

会議を監視および管理しながら、 スケジューリング、エンドポイント管理、および電話

帳機能を使用できます。

は予約 を介して に接続し、 分ごとに電話帳にアクセスできる

ことを確認し、スケジュールされた会議に関する情報を更新します。今後の会議は、スケジュー

ルされた開始時刻の最大 時間前に に表示されます。

と 間のよりシームレスな管理のために、スケジュールされた各会議

には、 の会議の詳細から の編集ページへの直接リンクがあります。

 のライセンス

ライセンスの目的での 以降では、 が必須です。

スマートライセンスを使用している場合は、 に接続する必要

があります。 は、ローカルライセンスファイル（従来のライセンスモ

ード）のサポートを廃止し、ライセンス予約を導入しました。セキュリティ上の理由で

がインターネットに接続できない環境では、ライセンス予約を使用して

機能をアクティブ化し、ライセンスを予約することができます。詳細については「ライセンス」

の項を参照してください。

注： スマートライセンスポータルルート は 年 月に更新されます。スマート

ライセンス（オンライン、 、または ）を使用している場合は、新しいライセンスの追

加、 の追加、または手動同期の実行中に、 以降にアップグレードすることをお

勧めします。

 スマートライセンスのための への接続

を使用して、 の展開で購入したライセンスより

も多くのライセンスが使用されているかどうかをモニタリングできます。

は、 を使用して （

）と通信します。 は、毎日の使用状況レポートを に送

信し、 は、展開が準拠しているかどうかを報告します。

注：たとえば、復元力を追加するために、同じ クラスタに複数の

のインスタンスが接続されている場合は、 の つのイン

スタンスのみを に接続する必要があります。両方のインスタ

ンスを接続すると、報告された使用量は 回カウントされます。
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 電子メールまたは 通知用の

に接続して、 インターフェイスから

展開のステータスを確認し、電子メールまたは アラートを設定

できます。

は、製品を改善できるように にも統計を送信します。送信される情報

については、 オンライン ヘルプを参照してください。

 クラスタでのユーザーのプロビジョニングとスペー

ステンプレートの作成

を使用して、 つ以上の サーバーから接続された

クラスタにユーザーをインポートすることにより、 アプリケーショ

ンユーザーをプロビジョニングできます。 アプリケーションのユーザーが新しいスペース

を作成するために使用できる事前構成済みのスペース設定であるスペーステンプレートを作成

することもできます。

は、この目的のために サーバーと直接通信していないことに注意

してください。代わりに、 サーバーの詳細とフィルタ設定が に送信され、

は 同期がトリガーされたときにその詳細を使用してユーザーをプロビジ

ョニングします。

注：セキュリティと監査上の理由から、各それぞれの サーバーの クラ

スタ用に、個別のバインドユーザアカウントを作成することを推奨します。

 復元力

展開に復元力を追加するには、最大 つの イ

ンスタンスを同じ 展開に接続できます。これらは個別に設定する必要があり

ます。どちらも接続されている および サーバーから情報を直接取得します。

と 間で情報は交換されません。 の つのインスタン

スを異なる場所に配置することを推奨します。停電や接続の問題など、両方のインスタンスが

一度に影響を与える可能性があります。

フェイルオーバーはありません。両方のインスタンスは常にアクティブであり、リストの一番

上に会議を固定するなど、 にローカルな設定は、それらが設定された

のインスタンスでのみ表示されます。

注：復元力のある展開の場合は、レポートの重複を避けるために、ライセンス用に

のインスタンスを 回だけ使用します。「ライセンス」を参照してください。
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図 ：復元力のある の展開

 大量の会議がある場合のキャパシティ制限

機能のパフォーマンスは、接続された での会議の量によ

って異なります。キャパシティの制限については、『 』

の「始める前に」セクションの容量表を参照してください。大規模な展開のキャパシティを

超える展開がある場合は、 機能を無効にする必要があります。これは、

接続されたクラスタごとに個別に実行できます。

 またはサードパーティツールを使用している

場合

を使用して会議をモニタリングまたは管理すると同時に、 （または

を使用するサードパーティツール）を使用してアクティブな会議を管理しないことを強く

お勧めします。



 概要 - 通知、Cloud Connector ステータス、およびライセンスステータスの表示  
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 概要 通知、 ステータス、

およびライセンスステータスの表示
概要（ ） ページでは、システム通知と ステータスをいつでも確認できます。

通知は常に 概要（ ） ページに表示され、トップバーのカウンターは、現在の通知が

あるかどうかを示します。

通知には、 段階のシビラティ（重大度）があります。

• エラー（ ）：重大レベルの問題

• 警告（ ）： の実行を継続するために対処する必要がある問題

• 情報（ ）：有用な情報または軽微な問題

サインインしている のインスタンスでライセンスが有効になっている

場合は、 のライセンスステータスも表示されます。

がスマートライセンスを使用している場合、ライセンスステータスは接

続されているすべてのクラスタで同じです。青い スマートライセンス（ ） の

見出しをクリックすると、詳細を表示および編集できる ライセンス（ ） ページに移

動します。

注：トップバーの通知数は 秒ごとに更新されるため、 概要（ ） ページに表示さ

れる数と一時的に異なる場合があります。
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 会議 会議のモニタリングと管理

会議（ ） ページでは、ビデオオペレータとして会議を監視および管理することがで

きます。手順については、『ビデオオペレータのユーザーガイド』、オンラインヘルプ、およ

びナレッジベースの記事を参照してください。

https://meeting-infohub.cisco.com/olh/meeting-management/2-8/
https://meeting-infohub.cisco.com/faq/
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 ブラストダイヤル スペース管理とブラスト

ダイヤル構成

はブラスト ダイヤルをサポートしており、ユーザグループとの会議を

すばやく開催できます。

ブラストダイヤルを設定するスペースに、あらかじめ決められた参加者のリストを追加できます。

参加者がスペースにダイヤルインすると、他のすべての参加者が同時にダイヤルアウトします。

参加者は の数字 「 」 を押して会議に参加し、「 」 を押して通話を拒否できます。

参加者が を押して通話を拒否すると、 は参加者の再ダイヤルを停止

します。参加者は、 却下（ ） または 拒否（ ） ボタンを押して通話を拒否

することもできます。

注：他の 番号はすべて無視され、 は参加者が「 」または「 」

を押すまで、参加者に再ダイヤルし続けます。

 スペースの管理

には、クラスタ上のスペースを表示し、ブラストダイヤルを構成できる

スペースが含まれています。これらは、 アプリまたはプロビジョニングを使用して作成さ

れたスペースです。 では、スペースを作成したり参加者を招待したりす

ることはできませんが、ブラストダイヤルを設定するためのプラットフォームが提供されます。

 スペースの表示

管理者は、クラスタ内のすべてのスペースの一覧を表示できます。スペース名をクリックすると、

そのスペースの 参加情報（ ） ページに移動します。検索バーを使用して、探

しているスペースを絞り込みます。

 参加情報

参加情報（ ） タブには、会議の詳細 可視性、会議 、パスコード、ビデオ

アドレス が表示されます。

 ブラストダイヤル構成

ブラストダイヤルは、そのクラスタで会議を管理するように が設定さ

れているクラスタに対してのみ設定できます。
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• クラスタが によって管理されていない場合は、次のメッセージ

が表示されます。

この はこのクラスタ上の会議を管理しないため、ブラストダイ
ヤルをこのスペースに設定することはできません。これを変更するには、サーバーにア
クセスしてこのクラスタを編集します。

サーバー設定（ ） に移動し、 クラスタの編集（ ） の下の

を使用してこのクラスタ上のミーティングを管理する（

） チェックボックスをオン

にします。

• ブラストダイヤルモニタリングがオフになっている場合は、次のメッセージが表示さ

れます。

この ではブラストダイヤルの監視がオフになっているため、このス
ペースではブラストダイヤルを設定できません。これを変更するには、設定（ ）
ブラストダイヤルモニタリング（ ） にアクセスします。

設定（ ） に移動し、 ブラストダイヤルモニタリング

で設定を変更します。

 設定

ランディングページでは、次の構成を設定できます。

• オン オフ：ブラストダイヤル設定のランディングページで、ブラストダイヤル機能をオ

ンまたはオフにすることができます。オンにすると、他の設定オプションが表示されます。

• 再試行：この設定では、連絡先が最初に通話に接続しなかった場合の再試行の試行を構

成できます。

• 再試行回数：連絡先が通話に接続できなかった場合に、システムが連絡先へのダイ

ヤルアウトを試行する最大回数。

• 再試行失敗後の時間：連絡先へのダイヤルアウトを再試行する前にシステムが待

機する最小時間。デフォルト値は 秒です。

• ブラストダイヤル参加者の自動参加 ：グローバルレベルと参加者レベルの両方でオーデ

ィオプロンプトをオンまたはオフにすることができます。オーディオプロンプトが無効に

なっている場合、オーディオプロンプト「 」

は再生されず、参加者は、通話を受け入れるときに 番号を押して会議に参加す

る必要はありません。各参加者に利用可能な アイコンを使用して、会議の特定の参加

者の音声プロンプトを無効にします。

注：グローバルレベルで音声プロンプトを有効または無効にすると、参加者レベルの設

定が上書きされます。

 ダイヤルアウトの連絡先の追加

ブラストダイヤル連絡先のリストに参加者を追加するには、 つの方法があります。 連絡先を

追加（ ） ボタンを使用して一度に つずつ手動で追加するか、 オプションを

使用して、名前やビデオ アドレスなどの連絡先の詳細を含む ファイルをアップロードする

ことができます。
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連絡先の追加

担当者を追加するには、次の手順に従います。

 連絡先の追加（ ） をクリックします。ダイヤルアウト連絡先の追加

（ ） ウィンドウが開きます。

 連絡先の名前と住所を入力します。

 参加者の接続にプロンプトが必要（ ） を使用し

て、オーディオプロンプトオプションを有効または無効にします。

 完了（ ） をクリックします。連絡先の詳細が連絡先のリストに追加されます。

関連するボタンを使用して、リストから連絡先を編集または削除できます。

をアップロード

ファイルをアップロードする方法は次のとおりです。

 ドロップダウンをクリックして、連絡先の名前、住所、音声プロンプトオプショ

ンを含む ファイルをアップロードします。

ヒント：空の テンプレートをダウンロードし、そのファイルを使用して、連絡先と

対応する音声プロンプトオプションを追加できます。

 をアップロード（ ） オプションを使用して ファイルをアップロ

ードします。

注：いずれかのオプションを使用して連絡先を既に追加している場合、追加された連絡

先は上書きされ、新しくアップロードされた 連絡先のみが追加されます。

 ファイルがアップロードされると、 のダウンロード（ ） オプショ

ンが有効になります。 ドロップダウンで、 のダウンロード（

） を選択して、既存の をダウンロードし、コンテンツを編集して、再度アッ

プロードすることができます。

注：

• ファイルに無効な文字が含まれている場合、ファイル形式が正しくない場合、最大ファ

イルサイズを超えている場合、または許可されている連絡先の数を超えている場合は、推奨

される解決策を示すエラーメッセージが表示されます。メッセージ内の手順に従って、エラ

ーを修正し、ファイルをアップロードします。

• ファイルで提供されるオーディオプロンプトの値は大文字と小文字が区別され、

無効な値が入力されるか空白のままになっていると、デフォルトで無効になります。
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 ユーザー ユーザーの追加またはユーザー設定

の編集

 ユーザについて

は、 を介したローカル管理ユーザおよびユーザ認証をサポートし

ています。ローカルユーザのみ、 ユーザのみ、または両方を選択できます。

• ローカルユーザー（ ） は の ユーザー（ ）

ページでローカルで追加および管理されます。これらのユーザは、

によって直接認証されます。

インストール中に 人のローカル管理者ユーザが生成され、初めてサインインした後にさ

らにユーザを追加できます。ローカルユーザは、セットアップとテストを行い、

からロックアウトされなくても を変更する場合に役立ちます。

• ユーザは、 サーバ上の既存のグループへのマッピングを介して追加されます。

は、 サーバを使用して、サインイン時にグループメンバー

シップを確認することで、これらのユーザを認証します。

を介した認証は、一般的な使用と管理に推奨されています。

少なくとも つのローカル管理者ユーザアカウントを登録することを推奨します。 に問

題がある場合でも にアクセスできるようにするためです。実稼働で一

般的に使用する場合は、ユーザは 経由で認証することを推奨します。

注： 属性名は、大文字、小文字を区別します。

ユーザは、次の つの役割を担います。

• 管理者は に完全にアクセスできます。通常、管理者は

を設定し、構成を変更し、ユーザを追加し、システムを監視および保守し

ます。管理者は、ビデオオペレータを特定のスペースにタグ付けして、それらのスペース

に関連付けられた会議にのみアクセスできるようにすることができます。

• ビデオオペレータは、 会議（ ） および 概要（ ） ページにのみアク

セスできます。ビデオオペレータは、会議をモニタリングおよび管理し、進行中の会議

に関する基本的なトラブルシューティングを実行します。たとえば、切断された参加者

に電話をしたり、音声に問題がある場合は通話統計を確認することができます。ビデオ

オペレータには、管理者によって割り当てられたスペースで開催されるミーティングに

関連するタスクを実行する権限があります。

ローカルユーザの場合、ロールはユーザプロファイルに割り当てられます。

ユーザーの場合、ロールは属する グループに割り当てられます。 人のユーザが

異なるロールを持つ複数のグループに含まれる場合、そのユーザに管理者ロールが割り当てら

れます。
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 サーバーの詳細の編集

サーバーの詳細は、インストールプロセス中に入力されます。詳細については、『イン

ストールおよび設定ガイド』を参照してください。

サーバーの詳細を編集するか、証明書を置き換える必要がある場合は、ローカル管理者

ユーザとしてサインインすることをお勧めします。これは、詳細に問題がある場合にサインイ

ンできることを確認するためです。

サーバーの詳細の編集方法は次のとおりです。

 ローカル管理者としてサインインします。

 関連する変更を行います。

要件と詳細な手順については、インストール ガイドを参照してください。

 認証（ ） の項まで下にスクロールし、 バインドユーザーのパスワ

ードを入力します。

 変更を保存して を再起動します。

注：今すぐ再起動するか、設定が完了するまで待ちます。

 ビデオオペレータへのスペースの割り当て

の管理者は、ビデオオペレータを特定のスペースにタグ付けして、そ

れらのスペースに関連付けられている会議にのみアクセスできるようにすることができます。

管理者は、ビデオオペレータの作成または変更中にタグを追加することで、すべてのスペー

スとミーティングへのビデオオペレータのアクセスを制限できるようになりました。これに

より、会議をより効果的に管理および監視できます。

の管理者は、 会議（ ） タブまたは スペース（ ） タ

ブをそれぞれ使用して、すべてのミーティングとスペース（タグの有無にかかわらず）を表示

できます。タグは、ビデオオペレータにのみ追加できます。

タグは、 を使用して の管理者のみが作成できます。詳細につい

ては、『 ガイド』を参照してください。スペースタグは、新規および既存

のビデオオペレータの両方に追加できます。

この機能では：

• 複数のタグを割り当てることで、ビデオオペレータに複数のスペースと会議へのアクセ

ス権を付与できます。ビデオオペレータには、最大 個のタグを割り当てることがで

きます。

• セッション中にスペース ビデオオペレータに追加または変更されたタグは、ビデオオペ

レータが次のセッションにサインインした後にのみ反映されます。

• ビデオオペレータには、管理者によって割り当てられたスペースで開催された会議でタ

スクを実行する権限があります。

• 管理者とビデオオペレータのユーザー名は一意である必要があります。

https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/conferencing/ciscoMeetingServer/Reference_Guides/Version-3-8/Cisco-Meeting-Server-API-Reference-Guide-3-8.pdf
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• タグが誤って割り当てられるのを防ぐために、ローカルユーザーグループと ユー

ザーグループの両方に異なるユーザー名を使用することをお勧めします。

• から ユーザーグループを削除または切断してから再度追

加すると、 は管理者がその ユーザグループに割り当てた

タグを保持し続けます。

 グループの追加

ユーザーグループは サーバー上で構成され、 にマップさ

れています。そのため、 は、 サーバーを使用して、サインイン時

にグループのメンバーシップを確認してユーザを認証できます。

ユーザーと ユーザーグループの詳細については、「ご使用になる前に」の項を参照して

ください。

 ユーザグループの追加

ユーザーグループを追加するには、以下を行います。

 ユーザー（ ） ページで、 ユーザーグループ（ ） タブ

に移動します。

 グループの追加（ ） をクリックします。

 パスを入力します。

 確認（ ） をクリックして、グループが見つかるか確認します。

 グループが見つかった場合は、 ユーザーの表示（ ） をクリックして、この

グループに表示されるユーザー名が表示されたかを確認します。

 グループのロールを選択します。

 起動するには、選択したユーザーに対する アクション（ ） で使用可能な ユー

ザープロファイルの表示（ ） ボタンをクリックし、

ユーザープロファイル（ ） ポップアップウィンドウを起動します。

 タグの追加（ ） フィールドでタグを割り当てます（オプション）。最大

個のタグを追加できます。

これにより、管理者はビデオオペレータにタグを割り当て、タグ付けされたミーティン

グにのみアクセスできるようにすることができます。

 次へ（ ） をクリックします。

 オプション： リンクをコピー（ ） してユーザーに送信できます。

ここに表示されるリンクは、 受信者アドレスです。チームがブラウザインターフェ

イスにアクセスするためにユーザに別のアドレスを提供する場合は、代わりにそのアド

レスをユーザに与えます。

 完了（ ） をクリックします。
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 を再起動します。

注：今すぐ再起動するか、設定が完了するまで待ちます。

 ローカルユーザのセキュリティポリシーの設定

ローカルユーザーのセキュリティポリシーは、 ユーザー（ ） ページの ローカル設定

（ ） タブで設定できます。

次のポリシーを設定できます。

• パスワードポリシーを強制（ ） して、最小パスワード長を要求

します

これは、選択するまで無効になります。デフォルトの最小長は 文字です

• パスフレーズ生成機能を使用して、組み込みのパスフレーズ生成機能を有効にします

組み込みのパスフレーズ生成機能は、ディクショナリの単語を組み合わせ、新しいパス

ワードを提案します。パスフレーズ内のデフォルトの単語数は で、 の任意の数

を選択できます。

組み込みのパスフレーズ生成機能を使用する場合は、ディクショナリを提供する必要が

あります。ディクショナリの要件：

• ディクショナリは、各行に つの単語を含むテキストファイルである必要があり

ます。

• 文字は でエンコードされている必要があります。

• ファイルに 文字を含めることはできません。

• ファイルの最大サイズは です。

• パスワードの再使用ポリシーを強制して、パスワードの再使用を制限します

これは、選択するまで無効になります。入力フィールドは、値を入力するまで空白です。

注：セキュリティポリシーの変更は、 を再起動した後にのみ適用され

ます。

注：パスワードポリシーの強制（ ）と パスワードの再使用ポリシー

の強制（ ） は、ユーザーが自分のパスワードを変更した場合に

のみ適用されます。

注：パスフレーズ生成機能が有効な場合、 ではすべてのユーザのパス

フレーズが提案されます。
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 ローカルユーザの追加

ユーザー（ ） ページの ローカル（ ） タブで、ローカルユーザーアカウントを

追加、削除、または編集できます。ユーザの詳細については、「ご使用になる前に」の項目

を参照してください。

ローカルユーザを追加するには、次の手順を実行します。

 ユーザー（ ） ページで、 ローカル（ ） タブに移動します。

 ローカルユーザの追加（ ） をクリックします。

 ユーザー名を入力します。

注：ユーザ名は後で変更できませんので、詳細を保存する前に注意してください。

 オプション：名と姓を入力します。

 ロールを割り当てます。

 新しいパスワードを作成します。

 パスワードを確認し、 追加（ ） をクリックします。

 タグの追加（ ） フィールドに、タグを入力します。最大 個のタグを追加

できます。

これにより、管理者はビデオオペレータにタグを割り当て、タグ付けされたミーティン

グにのみアクセスできるようにすることができます。

ローカルユーザを削除するには、次の手順を実行してください。

 ユーザー（ ） ページで、 ローカル（ ） タブに移動します。

 削除するユーザーを見つけ、 アクション（ ） 列の をクリックします。

注：現在サインインしている管理者アカウントは、絶対に削除できません。

ローカル管理者ユーザアカウントが つだけで、それを削除する場合は、 管理者として

サインインしてからローカルアカウントを削除します。

ローカルユーザーの編集を編集するには、以下を行います。

 ユーザー（ ） ページで、 ローカル（ ） タブに移動します。

 削除するユーザーを見つけ、 アクション（ ） 列の をクリックします。

 必要な変更を加えます。

 完了（ ） をクリックします。
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 サーバー サーバーの追加または編集

サーバー（ ） ページで、接続されている とエッジノード

のすべてを表示および編集できます。新しい を追加することもできます。

サーバーの展開が成功すると、正常に構成されたすべてのサーバーが 設定済みサーバー

（ ） タブに表示されます。展開ステータスが失敗または保留中のサーバー

は、 部分的に設定されたサーバー（ ） タブに表示されます。

を無効にするかどうかなどのクラスタの詳細を編集したり削除したり

できます。クラスタごとに、ユーザーのプロビジョニングを設定し、スペーステンプレートを

作成することができます 。そのクラスタを に関連付けて、 で予定

されている会議を確認できます。自分または別のユーザーがすでに を使

用してプロビジョニングを設定しているが、変更をコミットしなかった場合、クラスタの プロ

ビジョニング（ ） ページ、 レビューとコミット（ ） タブ

にユーザーを送信するリンクを含むクラスタの通知バナーが表示されます。

は、 を介して に接続します。

の各 で ユーザアカウントを設定しなかった場合は、続行する前

に設定してください。手順については、『 リファレンスガイド』の

「 へのアクセス」を参照してください。これは、 の『プログラミングガイド』

のページにあります。

また、 受信者アドレスが正しく設定されていない場合、 は有効な

ミーティングに関するすべての関連情報を受信できません。この情報は、

機能を有効にする場合に必要です。

やエッジノードを追加するには、次の手順を実行します。

 サーバー（ ） ページで、 サーバーの追加（ ） をクリックします。

 次のいずれかを実行します。

a. 構成済みサーバーの追加

b. 新しいサーバーの構成

 をクリックします。

 構成済みサーバーの追加

ライセンスおよびその他のサービスを管理するためにすでに構成されている サーバ

ーを追加するか、既存の エッジノードを追加できます。

サーバーの追加（ ） を選択し、既存の またはエッジ

ノードサーバーを追加する場合は、このセクションの手順に従います。

接続設定の情報を入力します。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/meeting-server/products-programming-reference-guides-list.html
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 サーバーアドレス（ ） フィールドに、 またはエッジノー

ドサーバーの アドレスまたは （完全修飾ドメイン名）を入力します。

これは 管理インターフェイスのアドレスと同じです。

注： アドレスを入力する場合は、角カッコを使用します。

 ポート（ ） フィールドに、 またはエッジノードサーバーのポート番号

を入力します。

注：このフィールドを空のままにすると、 はポート を使用

します。

 管理者の ユーザー名（ ） と パスワード（ ）を入力して、

またはエッジノードサーバーを追加します。

注：セキュリティと監査上の理由から、 用に、管理専用アカウン

トを使用することを強く推奨します。

 表示名（ ） を入力します。

表示名は任意に選択できます。他の管理者やビデオオペレータには意味があるものにす

る必要があります。

 オプション：証明書を使用する場合は、信頼された証明書チェーンを使用（

） します。

 オプション：証明書を使用することを選択し、証明書が無効な場合は

で接続を拒否する場合は、 証明書失効リスト（ ）に対して証明書

（ ） を確認します。

チェーン内の証明書が無効またはアクセスできない がある場合、

は接続をブロックします。

可能な場合はこれを有効にすることを推奨します。

注： 証明書配布ポイント（ ）を備えた証明書のみがサポートされています。

チェックを使用し、証明書に がない場合、または が 経由で到達で

きない場合、接続は拒否されます。

また、 は、 経由で外部アドレスに接続できるよう設定する

必要があります。
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 オプション：証明書のセキュリティを使用することを選択した場合は、証明書をアップ

ロードします。

証明書の要件：

• 証明書チェーンには、 管理インターフェイスの証明書に署名した の証明

書に加えて、ルート 証明書を含む証明書チェーン内の上位の証明書を含める

必要があります。

• またはエッジノード用に入力したサーバアドレスは、 管理インタ

ーフェイス証明書に含める必要があります。

注： （サブジェクトの代替名）フィールドを使用する場合は、

は共通名を確認しません。そのため、サーバアドレスが フィー

ルドに追加されていることを確認してください。

 オプション：ライセンスとプロビジョニングにのみ を使用する

場合は、 を使用してこのクラスタ上のミーティングを管理する

（ ） チェックボックスを

オフにします。

 注：これは、後でクラスタ設定を編集することで変更できます。「クラスタの

を無効にする」 を参照してください。

 注：ビデオオペレータに対して、 つ以上のクラスタの が無効

にされたと知らせる情報は ミーティング（ ） ページには表示されません。

 追加（ ） をクリックします。

 オプション： クラスタを編集（ ） して、ユーザだけでなく他のすべてのユ

ーザーに合った表示名を付け加える。

追加した またはエッジノードがクラスタの一部である場合、クラスタ内の他の

またはエッジノードは自動検出され、簡単に追加できるよう下に表示されます。

自動検出された やエッジノードを追加するには、次の手順を実行します。

 表示（ ） をクリックします。

 アクション（ ） 列で、 をクリックします。

 該当する場合、 またはエッジノードの詳細を入力し、証明書をアップロード

します。

 クラスタにすべての またはエッジノードが追加されるまで続行します。

やエッジノードを編集するには、次の手順を実行します。

 編集する またはエッジノードまでスクロールし、 をクリックするか、行

の任意の場所をクリックします。

 その他の詳細を編集します。
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 パスワードをリセットするには、 パスワードのリセット（ ） ボタンを

クリックして、パスワードのリセット（ ）

ポップアップウィンドウを起動します。次のフィールドが表示されます。

 ユーザー名 管理者のユーザー名が表示されます。

 現在のパスワード 現在設定されているパスワードを入力します。 高度なセキュ

リティ（ ） タブの パスワードリセット（

） オプションがチェックされている場合、このフィールドは表示されませ

ん。

 新しいパスワード ミーティングサーバーの新しいパスワードを入力します。

は、 で定義された基準に対して新しいパス

ワードを検証し、無効なエントリがある場合はエラーメッセージを表示します。

 新しいパスワードを確認 新しいパスワードを再入力します。

 完了（ ） をクリックします。

注 システムは、パスワードのリセット ポップアップ ウィンドウに入力されたすべてのフィ

ールドを検証します。管理者は、パスワードをリセットするために有効なエントリを 回入

力する必要があります。失敗した場合は、 時間以内に再試行できます。

既存のクラスタの 機能を無効または有効にするには、次の手順を実行

します。

 クラスタの編集（ ） をクリックします。

 を使用してこのクラスタ上のミーティングを管理する（

） チェックボックスをオン

またはオフにします

 完了（ ） をクリックします。
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 新しいサーバーの構成

サーバーの追加（ ） を選択し、 新しい （ ）の構成と

追加（ ） を選択すると、

コンソールでインストールアシスタントが開きます。

 準備中

新しい を設定するには、次の要素に対応していることを確認してください。

■ が空である

■ の エントリを設定する

新規の インスタンス

では、仮想マシンを展開して実行し、管理者アカウントを有効にする必要が

あります。さらに、 「 」インターフェイスが設定されている必要があります。他の設定

は実行されません。『 および仮想化導入ガイド（

）』では、

のインスタンスを導入する方法と の アプライアンスを設

定する方法について説明しています。このガイドの「 用のネットワークインターフェイ

スの設定」の章では、サーバーの設定について説明しています。「 」インターフェースを構

成する手順を超えないでください。

既存の インスタンス

のインスタンスが以前に設定されているか、インストール アシスタントツー

ルで使用されていても設定が正常に完了していない場合は、リセットし、新しいサーバとして

設定してから、インストール アシスタントで使用することができます。以前の設定の上では、

インストールアシスタントを使用できません。サーバのリセット方法

 の インターフェイスに管理者アカウントを使用してログインし、コ

マンド を実行して、プロンプトが表示されたら確認します。サーバー

は、デフォルト設定にリセットされ、再起動します。

 の インターフェイスにログインし、ユーザー名 パスワード

でログインします。

 プロンプトが表示されたら、新しい管理者パスワードを設定します。

 「 」インターフェイスの 設定を構成します。『 と仮想

化導入の設置ガイド』を参照してください。

注：上記ガイドの設定手順を実行する場合は、「 」インターフェイスの設定だけにして

ください。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/meeting-server/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/meeting-server/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/meeting-server/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/meeting-server/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/meeting-server/products-installation-guides-list.html
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 新しい の追加

サーバー構成タスクを完了するには、以下も必要です。

• ネットワークの および サーバーのアドレス

• で使用する プロキシのアドレス

• で使用する選択された ドメイン

• ユーザのインポートを設定する場合は、ネットワークの ディレクトリに対して、

場所、ログイン情報、 ユーザの場所の詳細など、接続に関する詳細情報が必要にな

ります。

• 証明書を使用してサーバを設定する場合（推奨）、 用の を選択し、

サーバレコードで定義する必要があります。

• 証明書を使用してサーバーを設定する場合（推奨）、認証局によって証明書要求が署名さ

れている必要があります。インストールアシスタントは、証明書要求の生成に役立てるこ

とができます。また、既存の証明書とキーペアを使用することもできます。

新しい を設定するための主な手順は次のとおりです。

 インストールアシスタント（ ） ページで、 のサー

バーアドレスを入力します。

 に設定されている ユーザー名（ ） を入力します。

注：デフォルトでは、「 」がユーザー名として使用されます。

 に設定されているパスワードを入力します。

 接続（ ）  をクリックします。

注： 接続（ ） ボタンは、サーバーアドレス、ユーザー名、およびパスワード

の詳細を指定した後にのみ有効になります。
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 次のオプションから目的の展開を選択し、 構成の開始（ ） をクリ

ックします。選択した展開タイプに基づいて、サーバーを構成するためのウィザードベ

ースのインターフェイスが定義および表示されます。

 ゲストおよびユーザの 経由での ブリッジ インポート参加：ウィザ

ードは、設定のすべての手順をナビゲートします。

 ブリッジ インポート：ウィザードは、 を除く構成のすべて

の手順をナビゲートします。

 経由での ゲスト参加：ウィザードは、会議ユーザを除く設定のす

べての手順をナビゲートします。

 ブリッジのみ：ウィザードは、 と会議ユーザを除く構成のすべて

の手順をナビゲートします。

 プロンプトに従って必要な情報を入力して、ウィザードをナビゲートします。すべての

フィールドが検証されると、 次へ（ ） ボタンが有効になります。

 ウィザードは、選択した展開の種類に応じて、次のページのすべてまたは一部をナビゲ

ートします。

 証明書

 ネットワーク

 

 

 会議ユーザー

 セキュリティ

 プッシュ構成
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 設定を確認し、準備ができたら、 プッシュ設定（ ） をクリックして

設定を にプッシュします。

注：サーバーへの構成のプッシュに問題がある場合は、 ログ（ ） タブに移動し、

ログバンドルのダウンロード（ ） を使用して

ログをダウンロードして問題を診断できます。
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 証明書

証明書 パネルでは、 に必要な 証明書を指定する方法と、

新しい証明書を作成するための新しい証明書要求を作成するガイドプロセスが用意されていま

す。インストールアシスタントは、認証局によって署名された証明書と自己署名証明書の使用

をサポートしています。 証明書 パネルでは、 の署名付き証明書または自己署

名付き証明書を使用して選択したオプションに基づいて、自動的にオプションが調整されます。

注：自己署名付き証明書は、すべての機能に対してサポートされていません。これらはセキュ

リティ上のリスクがあるため、推奨されません。

推奨されるパスは、組織が信頼している認証局が署名した 証明書を使用することです。

認証局は、社内または公共の認証局にすることができます。 が証明書をどの

ように使用しているかについて詳細については、『 証明書ガイドライ

ン単一結合サーバー導入ガイド』を参照してください。

 署名済み証明書

署名済み証明書メソッド（ ） を選択した場合、次の

つの使用可能なパスがあります。

■ からの新しい証明書：インストールアシスタントは、証明機関に提供する証明書署

名要求の作成手順を案内し、さらに署名付き証明書を提示します。

■ 既存の証明書とキーの提供 外部のインストールアシスタントに向けて準備した既存の証明

書とキーペアをアップロードします。

 経由の新規証明書

このオプションでは、証明機関に提供する証明書署名要求（ ）を作成することによって、

新しい証明書を作成する手順を示します。

このプロセスを完了するには、以下の内容が必要です。

 インストールアシスタントに証明書の詳細を提供し、結果として得られた ファイル

をダウンロードします。

 証明機関に を提供すると、署名された証明書が返されます。また、公開されている

証明機関を表す公開証明書のチェーンも必要になります。

 作成されたファイルはインストール アシスタントにアップロードされ、提供されたファイ

ルを使用した の設定を処理します。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/meeting-server/products-installation-and-configuration-guides-list.html
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注：インストールアシスタントツールは、 のダウンロード後に自由に閉じることがで

きます。認証局からの署名付き証明書を取得したら、 一部設定済みの （

） タブに サーバー（ ） ページから移動し、 再開

（ ） をクリックして、 証明書（ ） パネルに戻り、証明書アップロードプ

ロセスを完了します（以下の手順 を参照）。

新しい証明書要求（ ）を作成する手順は次のとおりです。

 証明書パネルで、 証明書タイプ（ ） として 署名（ ） を選

択します。

 証明書のアップロードオプション（ ） で、 経由の新しい

証明書（ ） を選択します。

 で使用する詳細を含むフィールドを入力します。そのフィールドについ

ては次で説明します。完了したら、 次へ（ ） ボタンをクリックして 証明書

（ ） パネルに戻ります。 次へ（ ） ボタンは、必要な詳細をすべて入力

した後にのみ有効になります。

注：既存の生成された証明書がある場合、 の再作成（ ） をクリ

ックすると、インストール アシスタントが複数の ファイルの生成を許可しないため、

既存のファイルは新しい詳細と共に上書きされます。

表 ：証明書署名要求に必要なフィールド

フィールド名 説明 値

用 証明書の 値であり、 サーバーで定義

されている必要があります。

サーバーの を入力します。

の

ドメイン

サブドメインを使用することをお勧めします。 ルーティングルールに合わせるには、

サーバーの ドメインを入力します。

 完了した が 証明書（ ） パネルに表示されます。 のダウンロード

（ ） をクリックして、結果の をローカル ドライブ上のファイルに

保存します。

 署名されるために、 に認証局への署名を行います。これらは、署名付き証明書ファ

イルを返します。また、認証局の証明書チェーンバンドルも必要になります。

 署名付きの証明書と証明書チェーンファイルを取得したら、必要に応じて 証明書

（ ） パネルに戻り、 ファイルのアップロード（ ） を選択し、証

明書とバンドルをアップロードします。証明書と 証明書チェーンを指定するための

つのフィールドが示されています。「ファイルの選択（ ）」リンクを使用して、

ローカルコンピューター上の特定のファイルを検索します。証明書ファイルには、次のい

ずれかの拡張子（ 、 、 、 ）が必要であり、 または としてエンコ

ードされている必要があります。

 両方のファイルを指定したら、 次へ（ ） ボタンをクリックします。ファイルはイン

ストールアシスタントに送信され、検証されます。

 成功すると、証明書パネルはウィザードで完了としてマークされ、ネットワーク パネルに

移動します。
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エラーのシナリオ

次のシナリオの場合、エラーメッセージが表示され、 次へ（ ） ボタンが無効になります。

■ サーバー 技術的な問題によりアップロードが失敗した場合。

解決策：証明書ファイルを再アップロードする必要があります。

■ 指定された証明書が正しくない場合。

解決策：適切な証明書と 証明書チェーンを選択してアップロードする必要があります。

■ 証明書のアップロードに失敗した場合。

解決策：正しい ドメインまたは正しいキー使用法で証明書を再アップロード

します。

■ 証明書チェーンのアップロードに失敗した場合。

解決策：正しい ドメインまたは正しいキー使用法で証明書チェーンを再アップ

ロードします。

 既存の証明書とキーの使用

インストールアシスタントには、ツールを使用して を生成するのではなく、既存の秘

密キーと署名付き証明書を で使用するためのオプションが用意されていま

す。これは、 既存の証明書とキーを提供する（ ） オプ

ションを使用して行われます。

証明書、秘密キーおよび 証明書チェーンを指定する必要があります。証明書ファイルには、

次のいずれかの拡張子（ 、 、 、 ）が必要であり、 または としてエ

ンコードされている必要があります。

既存の証明書を使用する手順は次のとおりです。

 証明書パネルで、 証明書タイプ（ ） として 署名（ ） を選

択します。

 証明書のアップロード（ ） オプションで、既存の証明書とキーの提供

（ ） を選択します

 の 、 の ドメイン、秘密鍵、 証明書チェー

ン、および証明書を指定するための つのフィールドが表示されます。「ファイルの選択

（ ）」リンクを使用して、ローカルコンピューター上の特定のファイルを検

索します。証明書ファイルには、次のいずれかの拡張子（ 、 、 、 ）が

必要であり、 または としてエンコードされている必要があります。

 つのファイルをすべて指定すると、 次へ（ ） ボタンが有効になります。 次へ

（ ） をクリックすると、ファイルがインストールアシスタントに送信され、検証さ

れます。

成功すると、証明書パネルはウィザードで完了としてマークされ、ネットワーク パネルに移

動します。
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エラーのシナリオ

次のシナリオの場合、エラーメッセージが表示され、 次へ（ ） ボタンが無効になります。

■ サーバーまたは技術的な問題が原因でアップロードが失敗した場合。

解決策：証明書ファイルを再アップロードする必要があります。

■ 指定された証明書が誤っている場合、アップロード（ ） ボタンが無効になります。

解決策：適切な証明書と 証明書チェーンを選択してアップロードする必要があります。

■ 提供された が正しくない場合。

解決策：有効な を入力する必要があります。

■ 提供された ドメインが正しくない場合。

解決策：有効な ドメインを入力する必要があります。

 自己署名証明書

自己署名付き証明書は、ローカルエンティティで署名された証明書です。証明書を検証する

管理権限がありません。自己署名付き証明書は有効ですが、セキュリティの欠如のため推奨さ

れません。 が証明書を使用する方法とその要件については、『

証明書ガイドライン』を参照してください。

注：自己署名入りの証明書の詳細は、このツールによって保存されないため、 回の設定で

完了することを推奨します。

注：自己署名入り証明書を使用して を設定している場合は、

の時刻が現在の時刻であることを確認してください。 の時刻が実際の時刻と

同期していない場合、エラーが表示されます。 コマンドを使用して、時刻を正しく

設定する必要があります。デフォルトのシステム時間は です。

自己署名証明書を使用する手順：

 証明書（ ） パネルで 自己署名（ ） を選択します。

 用 を入力します。

 ルーティングルールに合わせるには、 の ドメインを入力します。

 次へ（ ） ボタンは、必要な詳細をすべて入力した後にのみ有効になります。 次へ

（ ） をクリックします。 次へ（ ） をクリックすると、ファイルがインストー

ルアシスタントに送信され、検証されます。

 成功すると、証明書パネルはウィザードで完了としてマークされ、ネットワーク パネルに

移動します。

エラーのシナリオ

次のシナリオの場合、エラーメッセージが表示され、 次へ（ ） ボタンが無効になります。

■ 提供された が正しくない場合。

解決策：有効な を入力する必要があります。

■ 提供された ドメインが正しくない場合。

解決策：有効な ドメインを入力する必要があります。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/meeting-server/products-installation-and-configuration-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/meeting-server/products-installation-and-configuration-guides-list.html
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 ネットワーク

ネットワーク（ ） パネルでは、サーバーのコア ネットワーク設定を設定できます。

注：これらの設定のガイダンスについては、ネットワーク管理者に問い合わせる必要がある

場合があります。

次を設定します。

フィールド名 説明 操作

サーバー または アドレスのいずれかを使

用して、少なくとも 台の サーバー

を設定する必要があります。

注：最大 台の サーバーを設定でき

ます。

サーバの追加（ ） をクリックします。

サーバのアドレスが に追加されま

す。

タイムゾーン サーバーのローカルタイムゾーン ご希望のタイムゾーンを選択してください

サーバー アドレスを使用して、少なくとも 台の

サーバーを設定する必要があります。

注：最大 台の サーバーを設定でき

ます。

サーバーの アドレスを入力して サーバーの追加

（ ） をクリックします。 サーバのア

ドレスが に追加されます。

ポート

インターフェ

イスが受信する ポート番号を設定し

ます。

を含むデプロイメントを使用

している場合、ポート の使用は許可

されていません。

ポート番号を入力します。

すべての詳細が入力されていることを確認し、 ネットワーク（ ） パネルの構成が正

常に完了していることを確認します。 次へ（ ） ボタンが有効になり、ネットワーク設

定が保存され、クリックすると、選択した展開に基づいて次のパネルに移動します。

 または サーバーを削除

 をクリックして や サーバーを削除します。

エラーのシナリオ

次のシナリオの場合、エラーメッセージが表示され、 次へ（ ） ボタンが無効になります。
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■ 入力済みの サーバーアドレスが指定されている場合。

解決策：有効な アドレス を指定する必要があります。

■ 間違った サーバーアドレスが指定されている場合。

解決策：有効な アドレスを指定する必要があります。

■ 間違ったポート番号が提供された場合。

解決策：有効なポート番号を入力する必要があります。

■ 入力済みの サーバーアドレスが指定されている場合。

解決策：別の アドレス を指定する必要があります。

■ 入力済みの サーバーアドレスが指定されている場合。

解決策：別の アドレスを指定する必要があります。
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パネルでは、 サービスの設定を構成できます。

 次の詳細を入力します。

フィールド名 アクション

からの発信コールを受信する プロキシの または アドレスを入

力します。

暗号化 接続に暗号化モード（ ）を選択します。

コールのメ

ディア暗号化

ドロップダウン リストから、必要なオプションを選択します。

すべての参加者に対して パーミッションを有効にします。

このオプションが有効になっている場合、デフォルトで参加者の を有効に

するために および が作成されます。注：これらの設定は、

ではデフォルトで有効になっていません。

 正しい詳細を入力すると、 パネルの設定が正常に完了します。

注：設定の保存を成功させるために、すべての詳細が入力されていることを確認してください。

 次へ（ ） ボタンが有効になり、クリックすると、選択した展開に基づいて次のパネ

ルに移動します。

エラーのシナリオ

次のシナリオの場合、エラーメッセージが表示され、 次へ（ ） ボタンが無効になります。

■ 入力された プロキシの詳細が正しくない場合。

解決策：有効な アドレス を指定する必要があります。
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パネルでは、 が に接続できるようにするポートを開くこ

とにより、 を設定できます。

 （ ）リスニングポートを入力します。デフォルトでは、

ポート番号は です。

 正しい詳細が提供されると、 パネルの構成が正常に完了します。

 次へ（ ） ボタンが有効になり、クリックすると、選択した展開に基づいて次

のパネルに移動します。

エラーのシナリオ

次のシナリオの場合、エラーメッセージが表示され、 次へ（ ） ボタンが無効になります。

■ 入力された （ ）ポートの詳細が正しくない場合。

解決策：有効なポート番号を指定する必要があります。

注： または ポートであってはなりません。



リリース 管理者向けユーザーガイド

 会議ユーザー  

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 会議ユーザー

会議ユーザパネルでは、 ユーザをインポートして にログイン

できます。

ユーザーアカウントを作成するには、次のものが必要です。

■ サーバーに接続するための接続プロパティの定義デフォルトでは、

オプションが選択されています。

■ でユーザを作成するときに使用する検索フィルタとフィールド マッピン

グ値を定義します。インストールアシスタントには、ほとんどの環境で動作するデフォル

ト値がありますが、必要に応じてデフォルト値を変更することもできます。

ユーザーアカウントを作成する場合。

 接続の設定（ ） フィールドに、 コン

トローラに接続するための値を入力します。すべての必須フィールドの入力が完了すると、

次へ（ ） ボタンが表示されます。

各設定の詳細については、次の表を確認してください。

表 ： 接続の設定

フィールド名 説明 入力

サーバーアドレス 接続先の サーバーのネットワークアドレ

ス

サーバーの または

アドレス。

ポート 接続先の サーバーの ポート。 有効なポート番号

デフォルト値は、 の場合は

、 の場合は です。

ユーザー名 サーバーに接続されるユーザのユーザ

ー名。このユーザには、ディレクトリへの読

み取り権限のみが必要です。

認証に使用するユーザの 識

別名（ ）または 。

このフィールドは空白にできません

パスワード ユーザ指定のパスワード ユーザのパスワード。

このフィールドは空白にできま

せん。

検索ベース インポート検索クエリが開始される ディ

レクトリ内の場所。この値の詳細については、

ドメイン管理者に問い合わせてください。

検索を開始するディレクトリの場

所の 識別名（ ）

このフィールドは空白にできません



リリース 管理者向けユーザーガイド

 会議ユーザー  

 

 

 

 
 
 
 
 

 

ユーザへの ライセ

ンスの割り当て

有効にすると、インポートされたユーザは

ライセンスを受ける資格があるものとし

てマークされます。インポートするすべてのユ

ーザに対して ライセンスを購入していな

い場合は、有効にしないでください。

すべてのインポートされたユーザ

に の権限をタグ付けする

ようにします。

既定のユーザフィルタ

とフィールドマッピン

グの詳細の上書き

インストールアシスタントは、デフォルトの

検索フィルタとユーザフィールド マッ

ピングを使用して、ほとんどの環境で動作す

ることを想定しています。このオプションを

有効にすると、環境に合わせてこれらの設定

を表示およびカスタマイズできます。

検索フィルタ、および

ユーザ フィールド マッピ

ングの表示やカスタマイズを有

効化します。

 接続の確認（ ） ボタンをクリックして、 接続が使用可能であ

ることを確認します。

注：接続チェックが失敗した場合に 接続の確認（ ） ボタ

ンをクリックすると、次のエラーメッセージが表示されます。「 接続に失敗しました」

 接続が正常に確立されると、 次へ（ ） ボタンが有効になります。

次へ（ ） をクリックします。

注：設定の保存を成功させるために、すべての詳細が入力されていることを確認してください。

デフォルト値を変更する場合は、マッピングに使用される有効な 式を使用するようにし

てください。

エラーのシナリオ

■ 接続の確認（ ） ボタンをクリックす

ると、接続確認が失敗する解決策 有効な 接続の詳細を指定す

る必要があります。
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 検索とユーザーマッピングのカスタマイズ

インストールアシスタントは、デフォルトの 検索フィルタとユーザフィールドマッピ

ングを使用して、ほとんどの環境で動作することを想定しています。電子メールアドレスが定

義されているユーザのデフォルトのフィルタでは、ユーザー名、 のユーザー名

を会議アドレスに設定します。

上書き（ ） オプションを有効にすると、インポートに使用される個々の設定フィー

ルドが表示されます。設定を表示すると、インストール アシスタントがデフォルトで使用します。

デフォルトのユーザーフィルタとフィールドマッピングの詳細の上書きが有効になっている場合、

ユーザーは、環境に合わせてこれらの値をカスタマイズできます。

ユーザマッピング方式では、 にインポートするときのユーザプロパティの設定

方法を定義します。この方式では変数を静的テキストとともに使用しているため、ユーザを

作成するときに にあるユーザのプロパティを使用できます。 プロ

パティの使用において、ユーザごとに一意である必要があるプロパティ（ユーザー名や な

ど）を重複させないように使用することが重要になります。 プロパティは、 記号で囲ま

れたプロパティ名によって参照されます。例： プロパティ「 」は、フィールドマッ

プの式 に参照されています。

表 ： の読み込み設定

フィールド名 説明 入力

検索フィルタ 読み込む ユーザの条件を定義し

ます。

検索文字列。 検索シンタックスを使

用する必要があります

表示名 ディレクトリと検索でユーザに対して表

示される名前。

マッピング方式。

例：

ユーザー名 ユーザが 会議 アプリケーショ

ンのログインに使用するユーザー名。

結果の値は、すべてのユーザとスペース

に対して一意である必要があります。

マッピング方式。

例：

このフィールドは空白にすることはできず、結果

は読み込まれた各ユーザに対して一意である必要

があります。

スペース名 与えられたラベルをユーザ用のスペース

に自動的に作成します。

読み込んだユーザのスペースを作成しない

場合は、空白のままにします。

マッピング方式。

例：

mailto:$sAMAccountName$@company.com
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フィールド名 説明 入力

スペース ユーザに対して自動的に作成されたスペー

スの の左側部分。

結果は、ユーザごとに一意である必要があ

り、ユーザー名または他のスペースと競合

していない必要があります。読み込んだユ

ーザのスペースを作成しない場合は、空白

のままにします。

マッピング方式。

例：

スペースセカンダ

リ

ユーザに対して自動的に作成されたスペー

スのセカンド の左側部分。

結果は、ユーザごとに一意である必要があ

り、ユーザー名または他のスペースと競合

していない必要があります。オプションフ

ィールド。読み込んだユーザのスペースを

作成しない場合は、空白のままにします。

マッピング方式。

例：

スペースコール ユーザ用に自動的に作成されたスペース

のコール を設定します。

結果は、すべてのスペースで一意である必

要があります。オプションフィールド、

では、空白の場合

を自動的に割り当てます。

読み込んだユーザのスペースを作成しない

場合は、空白のままにします。

マッピング方式。

認証 マッピング インポートされたユーザに割り当てられ

ているマッピングプロパティ。スマー

トカードのログインシナリオで使用さ

れます。

証明書ベースのログインを特に展開しない

限り、空白のままにしておきます。

マッピング方式。

例：

次へ（ ） ボタンが有効になります。 次へ（ ） をクリックすると、ログイン資格情

報が作成および保存され、選択した展開に基づいて次のパネルに移動します。

注：設定の保存を成功させるために、すべての詳細が入力されていることを確認してください。

エラーのシナリオ

次のシナリオの場合、エラーメッセージが表示され、 次へ（ ） ボタンが無効になります。

■ 入力されたサーバーアドレスの詳細が間違っている場合。

解決策：有効な アドレス を指定する必要があります。

■ 入力したポート番号が間違っている場合。

解決策：正しい数値のみを指定する必要があります。
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 セキュリティ

デフォルトの管理者アカウントにアクセスできなくなった場合は、 セキュリティ

（ ） パネルを使用して、 で別のユーザを作成することができます。

 リカバリアカウントを作成するには、バックアップユーザアカウントの作成

を選択します。

 新しいユーザー名とパスワードを作成し、パスワードを確認します。

注：パスワードは空白にできません。また、ユーザー名を にすることはできません。

 次へ（ ） ボタンが有効になります。 次へ（ ） をクリックすると、ログイン

資格情報が作成および保存され、選択した展開に基づいて次のパネルに移動します。

エラーのシナリオ

次のシナリオの場合、エラーメッセージが表示され、 次へ（ ） ボタンが無効になります。

■ 入力されたユーザー名が間違っている場合。

解決策：有効なユーザー名を指定する必要があります。

注：「 」以外の英数字を入力してください。

■ 入力したパスワードと確認パスワードが一致しません。

解決策：両方のフィールドに同じパスワードを再入力します。

注：英数字の値のみを指定する必要があります。
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 プッシュ構成

プッシュ構成（ ） パネルでは、インストールアシスタントで提供された

各パネルの詳細を確認できます。

 次へ（ ） ボタンをクリックして、提供された設定の詳細を

にプッシュし、設定プロセスを完了します。

 設定が に正常に転送されると、インストールアシスタントに概要の詳細が

表示されます。追加された は、 設定済みサーバー（

） タブにリストされます。追加した は、それぞれのアイコンをク

リックして編集または削除できます。

注：追加された は、期限切れのライセンス状態になります。

を サーバーに追加してください。

 ［サーバー設定（ ）］と クラスタの編集（ ） の下に移動し、

を使用してこのクラスタ上の会議を管理する（

） チェックボックスをオンまたはオフ

にします。

 表示名を入力します。

 終了（ ） ボタンが有効になります。 終了（ ） をクリックして サーバー

（ ） ページに移動します。

 構成が失敗または不完全だった場合、考えられる次の手順は次のとおりです。

 ログ： ログ（ ） タブに移動し、 ログバンドルのダウンロード（

） ボタンを使用して、インストールアシスタントのログも含む

ログをダウンロードできます。

 リセット：このリンクを使用して、インストールアシスタントによってプッシュされ

た 設定を削除できます。

 再開： 部分的に構成されたサーバー（ ） タブから

の構成を再開できます。

インストールアシスタントを終了すると、失敗した構成が 部分的に構成されたサーバー

（ ） タブに一覧表示されます。
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 機能

に追加されたエッジノードでタスクを実行するには、 機能が必要

です。管理者は、 ターミナルに接続し、 ターミナル（ ） タブを使用し

て、選択した またはエッジノードに対して コマンドを実行できます。

管理者の資格情報を提供することで、 またはエッジノードを選択し、

端末に接続できます。接続すると、選択したサーバーで コマンドを実行できます。
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 クラスタの を無効にする

ライセンスとプロビジョニングのみに を使用する場合は、個々のクラス

タの を無効にすることができます。これは、他のツールのために

容量を解放したい場合、クラスタにテナントがある場合、またはクラスタが大量の会議をホス

トしている場合に役立ちます。 の容量については『インストールおよび

設定ガイド』を参照してください。

クラスタの を無効にする方法は次のとおりです。

 サーバー（ ） ページに移動します

 クラスタの編集（ ） をクリックします。

 を使用してこのクラスタ上のミーティングを管理する（

） チェックボックスをオフにします

は、クラスタ内の 上の レシーバおよびイベン

ト クライアントではなくなり、クラスタ内の でホストされる会議に関する

情報の要求を停止します。

注：新しいクラスタの場合、クラスタに最初の を追加する際にこれを設定で

きます。
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 プロビジョニング

を使用して、接続された にユーザとスペーステンプレ

ートをプロビジョニングできます。

サーバー（ ） ページからプロビジョニング設定にアクセスできます。プロビジョニン

グを設定するクラスタについて、 プロビジョニングの設定（ ） をクリック

して、プロビジョニング設定を構成できるページに移動できます。

 スペースとは？

スペースは、参加者が電話またはビデオ会議を行うためにダイヤルできる仮想会議室です。スペ

ースのすべてのメンバーは、スペースにアクセスしてアプリで表示できます。これは、すべての

メンバーが鍵を持ち、いつでも入室できる共有の会議室に似ています。スペースのメンバーは、

他の人を会議に招待することができます。

スペースとは何か、アプリがどのように機能するかの詳細については、 アプリのユーザー

ガイドとビジュアル「ハウツー」ガイドおよび重要事項のドキュメントを参照してください。

 スペーステンプレートとは？

スペーステンプレートは、新規のスペースの作成に使用できる事前設定の組み合わせです。最

も基本的な設定は参加者に関連しています。

• スペースに存在する参加者のロールと、各役割が持つ権限

たとえば、一部の参加者は主催者またはリーダーのロールを持ち、人の追加または削除、

録画の開始、他の人のミュートなどの完全な権限を持つことができ、他の参加者は制限付

きの権限を持つゲストまたはスタッフのロールを持つことができます。すべてのメンバー

が同じ権限を持った つのロールのみのスペースを使用することもできます。

• 参加者の役割をパスコードで区別する必要があるかどうか、それぞれに一意の と会議

があるかどうか

また、デフォルトのレイアウト、会議を自動録画するかどうか、参加者に制限があるかどうか

など、スペースで開催される会議の動作に関連する設定もあります。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/cisco-meeting-app/products-user-guide-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/cisco-meeting-app/products-user-guide-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/cisco-meeting-app/products-user-guide-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/cisco-meeting-app/products-user-guide-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/meeting-server/products-release-notes-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/meeting-server/products-release-notes-list.html
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 プロビジョニング手順

プロビジョニングの設定には、 フィルタの設定、スペーステンプレートとその他のいく

つかの設定の定義、および変更のコミットが含まれます。

 始める前に、準備を整えておきましょう。

 クラスタを サーバーに接続します。

 インポートするユーザを定義します。

 自動的にスペースを作成します。

 ユーザのスペース作成を許可します。

 設定を確認してコミットします。

 プロビジョニングを実行するには、 同期を開始します。

 プロビジョニング 始める前に

 サポートされている 実装

は、次の 実装をサポートしています。

• （ ）

• 

• （ バージョン ）

の各バージョンでテストされたバージョンについては、相互運用性データベ

ースを参照してください。

注意： の 管理インターフェイスを介して を設定している場合、

を介したプロビジョニングは機能しません。 でプ

ロビジョニングを設定する前に、 管理インターフェイスにサインインし、 構成

（ ） 、 ページに移動し、すべての入力フィールドを空にし

てから、 送信（ ） をクリックします。ユーザのロックアウトを避けるため、

でのプロビジョニングの設定が完了するまでは同期しないでください。

https://tp-tools-web01.cisco.com/interop/d459
https://tp-tools-web01.cisco.com/interop/d459
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 サーバーの詳細

クラスタを接続する サーバーごとに、以下が必要です。

 プロトコル：

を使用することをお勧めします。

 サーバーアドレス

 サーバーポート番号

デフォルトは の場合は 、 の場合は です。ポート で を

使用することをお勧めします。

証明書の検証を使用する場合： に サーバー証明書をアップロード

し、 証明書の検証を有効にします。

 証明書の検証を使用することをお勧めします。これを行う方法については、 記

事「 サーバー証明書の検証を有効にするにはどうすればよいですか？」を参照

してください。

 バインドユーザーのログイン情報

セキュリティと監査上の理由から、 用に、個別のバインドユーザ

アカウントを作成することを推奨します。

 ユーザーインポートの詳細

インポートするユーザーのグループごとに、次のものが必要です。

• 基本識別名（ ）

• 検索フィルタ

• サインインユーザー名のマッピング

これは、 サーバーを に接続するときの検索属性と呼ばれる

ものに対応します。これは、 アプリのユーザーがアプリへのサイン

インに使用するユーザー名として使用する 属性を定義します。

のような形式である必要があり、属性はユーザご

とに一意である必要があります。

• 表示名のマッピング

これは、アプリユーザの表示名として使用する 属性を定義します。 のよう

な形式にする必要があります。

https://meeting-infohub.cisco.com/faq/content/8/487/en/how-do-i-enable-ldap-server-certificate-verification.html
mailto:$sAMAccountName$@example.com
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• 十分な ライセンス

グループのインポート設定は、グループ内のユーザに個人ライセンスを割り当てるかどう

かを定義します。ユーザに個人ライセンスを割り当てる場合は、グループ内のユーザごと

に つの が必要です。

ユーザをプロビジョニングする前にライセンスをインストールする必要はありませんが、

の使用を開始する前にそれらをインストールする必要があります。

での の使用の詳細については、該当する『

導入ガイド』を参照してください。 設定に関するセクションと、 フィールドマッ

ピングに関する詳細情報を含む付録があります。

 プロビジョニング サーバー

ユーザとスペーステンプレートをプロビジョニングする最初の手順は、 がユー

ザをインポートする つ以上の サーバーに クラスタを接続することです。

プロビジョニング（ ） ページの サーバー（ ） タブで、クラ

スタが サーバーへの接続に使用する詳細を入力できます。

 サーバーの追加方法

クラスタを サーバーに接続する方法は以下のとおりです。

 で、 サーバー（ ） ページに移動し、 プロビジョニング

の設定 をクリックします。

 サーバー（ ） タブで、 サーバーの追加（

） をクリックします。

 オプション：自分や他の 管理者にとってわかりやすいサーバー名

を入力します。

 プロトコルを選択します。

は暗号化されていない 接続用で、 はセキュアな接続用です（オプシ

ョンで、認証に証明書信頼ストアを使用します）。

 サーバーのサーバーアドレスとポート番号を入力します。

デフォルトのポート番号：

• ：

• ：

https://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/meeting-server/products-installation-and-configuration-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/meeting-server/products-installation-and-configuration-guides-list.html
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注： 経由で証明書をアップロードすることはできません。

接続を完全にセキュアにするには、 で証明書の検証を有効にし、証明書を

トラストストアにアップロードする必要があります。手順については、「 サーバー

証明書の検証を有効にするにはどうすればよいですか？」を参照してください。

 サーバーのバインド とパスワードを入力します。

クラスタを サーバーにバインド（認証）するユーザアカウントの

ログイン情報です。

 回の操作でデータベース全体を処理するのではなく、 ライブラリのページに対応

するチャンクで検索結果を が受信するようにする場合は、 ページング

された の結果の制御の使用（ ） を選択します。

を使用している場合を除き、ページングされた結果を使用する

ことをお薦めします。

注：ページングされた結果は、 ではサポートされていません。

注：変更は、コミットする前に適用されません。変更をコミットすると、テンプレート設定が

すぐに有効になります。 サーバーの詳細の変更、およびユーザに影響を与える変更は、

次に が サーバーと同期されたときに有効になります。

注：変更がコミットされる前に を再起動すると、

に入力したプロビジョニング設定へのすべての変更が失われます。

 プロビジョニング ユーザーをインポート

クラスタでのユーザとスペース テンプレートのプロビジョニングの一環として、

クラスタに接続されている サーバーからインポートするユーザを定義する必要があります。

プロビジョニング（ ） ページの ユーザのインポート（ ） タブで、

ユーザのインポートを追加できます。これは、接続された サーバーの つからインポー

トするユーザのサブセットをそれぞれ定義する フィルターとマッピングのセットです。

 ユーザインポートを追加する方法

必要な数のユーザインポートを追加できます。ユーザインポートごとに、特定の

サーバーからインポートするユーザのサブセットを定義し、ユーザー名と表示名の作成方法を

決定し、ユーザに ライセンスを割り当てるかどうかを決定します。

https://meeting-infohub.cisco.com/faq/content/8/487/en/how-do-i-enable-ldap-server-certificate-verification.html
https://meeting-infohub.cisco.com/faq/content/8/487/en/how-do-i-enable-ldap-server-certificate-verification.html
https://meeting-infohub.cisco.com/faq/content/8/487/en/how-do-i-enable-ldap-server-certificate-verification.html
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同じユーザが つのユーザインポートにのみ含まれていることを確認することをお勧めします。

ライセンスが つのユーザーインポートで割り当てられ、別のユーザーインポート

では割り当てられず、ユーザーが両方のユーザーインポートの 検索フィルタに一致する

場合、そのユーザーに ライセンスが割り当てられる場合と割り当てられない場合が

あります。

注：同じユーザが つの異なるユーザインポートに含まれている場合、

は、ユーザがどのユーザインポートに関連付けられるかを制御できません。これは、ユーザの

ライセンスが割り当てられているユーザインポートの つにユーザが含まれており、

かつ、ライセンスが割り当てられていないユーザインポートにも含まれている場合、ユーザにラ

イセンスが割り当てられているかどうかを制御できないことを意味します。

インポートするユーザのサブセットを定義する方法は以下のとおりです。

 サーバー（ ） ページに移動し、 プロビジョニングの設定（

） をクリックします。

 ユーザーのインポート（ ） タブで、 ユーザーインポートの追加（

） をクリックします。

 ユーザインポートの名前を追加します。

自分や他の管理者がこのユーザインポートを他の管理者と区別しやすい名前を選択する

ことをお勧めします。このフィールドを空白のままにすると、 は

以下で構成する設定に基づいて名前を作成します。

 ドロップダウンから、このユーザーインポートフィルタを設定する サーバーを選

択します。

 ベース識別名を入力します。

ベース識別名は、ディレクトリ検索の開始点です。 は、このノード内の

グループおよび ツリー内のすべてのノードを検索します。

 検索フィルタを入力します。

このフィルタは、インポートするユーザーのサブセットを定義します。 フィルタ

（ ） フィールドのシンタックスについては、 に記載されています。

注： を使用している場合は、ユーザオブジェクトのみを含むフィルタを

入力してください。

 ログインユーザー名のマッピングを入力します。

これは、 アプリのユーザーがアプリにサインインするために使用

するユーザー名として使用する 属性を定義します。次のような形式にする必要が

あります 。また、属性はユーザごとに一意である

必要があります。

mailto:$sAMAccountName$@example.com
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注： 属性名は、大文字、小文字を区別します。

 表示名のマッピングを入力します。

これは、会議および各 アプリユーザーのホーム画面で参加者名として使用する

属性です。 のような形式にする必要があります。

注： 属性名は、大文字、小文字を区別します。

 これらのフィルタ設定に基づいてインポートされユーザに対する

（ ）ライセンスの割り当てを行う場合は、インポートされたユーザに

ライセンスを割り当てるチェックボックスをオンにします。

ライセンスを使用する場合、またはこれらのユーザが別の所有者を持つ会議に

のみ参加できるようにする場合は、このチェックボックスをオフのままにします。

注：変更は、コミットする前に適用されません。変更をコミットすると、テンプレート設定が

すぐに有効になります。 サーバーの詳細の変更、およびユーザに影響を与える変更は、

次に が サーバーと同期されたときに有効になります。

注：変更がコミットされる前に を再起動すると、

に入力したプロビジョニング設定へのすべての変更が失われます。

 プロビジョニング スペースを自動的に作成する

プロビジョニングの一環として、ユーザー用のスペースを作成できます。

スペースを自動で作成（ ） タブで、定義されているすべてのス

ペーステンプレートを表示し、各テンプレートで作成されたスペースを持つユーザーのサブセ

ットを確認できます。

新しいスペーステンプレートを作成したり、スペースを自動的に作成するために使用するスペ

ーステンプレートを定義したりすることもできます。これを行うには、ユーザのグループをス

ペース テンプレートにマップするルールを、スペース名とビデオ アドレスの生成方法の詳細

とともに設定します。

 スペースを自動作成するためのルールを追加する

ルールの定義は以下のように実施します。

 ルールを追加（ ） をクリックします。

 ユーザインポート（ ） ドロップダウンからユーザインポートを選択します。
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 オプション：一部のユーザーのみに同じタイプのスペースをプロビジョニングする場合

は、フィルタを追加して、これらのユーザーのより小さなグループを指定します。

選択したサブセット内のすべてのユーザに同じタイプのスペースをプロビジョニングす

る場合は、フィールドを空白のままにすることができます。

 スペース名マッピングを定義します。

これにより、スペース名の生成方法に関するルールが定義されます。たとえば、たとえ

ば、 のスペースに入り、ユーザの共通名が である場合、このユーザの

スペースは「 のスペース」という名前になります。

注： 属性名は、大文字、小文字を区別します。

 ユーザーパーツマッピングを定義します。

これは、スペースの を定義する方法のルールを定義します。たとえば、

と入力し、ユーザーの のアカウント名が で、ユーザ

ーのドメインが である場合、 は 、

などのようになり、ロールの一意の ジェネレーターが

どのように定義されているかによって異なります。

注： ユーザパーツマッピングで使用される 属性は、ユーザに対して一意であ

る必要があります。

注： ユーザパーツマッピングでは、複数の 属性を使用できます。複数の

属性を使用する場合は、そのうちの少なくとも つがユーザに対して一意である

ことを確認してください。

注： は属性値を小文字に変換します。他の文字が削除または変更される

ことはありません（スペースを含む）。そのため、 ユーザパーツマッピングが、

すべてのユーザに使用できる になることを確認してください。

 スペーステンプレートの選択（ ） で、 新しいテンプレート

の作成（ ） を選択するか、既存のテンプレートを選択します。

既存のテンプレートを選択した場合は、 完了（ ） をクリックし、次の手順を無視

します。

新しいテンプレートの作成（ ） を選択した場合は、 スペーステ

ンプレートの作成（ ） をクリックして、ステップ に進みます。

 テンプレート名を定義します。

注：この名前は、ユーザが アプリケーションに表示するも

のでもあります。一般のアプリ ユーザにとって意味のある名前を選択するようにしてく

ださい。

mailto:swood@example.com
mailto:swood.host@example.com
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 スペーステンプレートの説明を入力します。

注：この説明は アプリにも表示され、この説明に基づいてスペース テンプレート

を選択します。一般のアプリユーザが理解しやすい説明を書くようにしてください。

 さまざまな役割をパスコードで区別する必要があるかどうか、またはそれぞれに一意の

と会議 を割り当てる必要があるかどうかを決定します。

 ロールの追加（ ） をクリックします。

 ロール名を入力します。

注：アプリのユーザが名前からこのロールを推測できるように、名前はわかりやすいも

のにしてください。

 可視性（ ） ドロップダウンから、テンプレートの可視性スコープを選択します。

 固有の ジェネレーターを入力して、このロールを持つ参加者がスペースにアクセス

するために使用する を が生成する方法のルールを定義します。

は、 ユーザパーツマッピング、 ジェネレータ、およびドメインに基づいて作

成されます。 の場合、 ドメインで作成された

という名前の誰かのスペースの は になります。

注：すべてのロールに同じ を使用することを選択した場合、このフィールドは無効

になります。

 最小パスコード長を定義します。

この設定を無視すると、 はシステムのデフォルトを使用すること

を選択します。パスコードを要求しない場合は、 を入力します。

注： 管理者がシステムまたはテナントレベルで別のデフォルトを設定し

ていない限り、システムのデフォルトは です。

注：すべてのロールに同じ と数値 を使用することを選択し、複数のロールがある

場合は、 つのロールにのみパスコードを設定できません。複数の役割をパスコードな

しで設定すると、 はこれらの設定を無視し、 文字のパスコードを提供

します。

 次へ（ ） をクリックします。

 このロールを持つ参加者をアクティベータにする場合は、 ロールとアクティベータを作

成（ ） チェック ボックスをオンにします。

mailto:sally.space.host@example.com
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アクティベータは、会議を開始できる参加者です。これが関連するシナリオについては、

『ビデオ オペレータ向け ユーザーガイド』の「会議ロビ

ーを使用して会議をロックする」を参照してください。

 ロールの権限を定義します。

設定にシステム値を使用するには、 オーバーライド（ ） チェックボックスを

オフのままにします。

新しい設定を定義するには、 オーバーライド（ ） チェックボックスをオンに

して、次のオプションから必要な値を選択します。

フィールド名 説明

最大参加者数 会議のアクティブな参加者の最大数を設定します。

録画モード 次のいずれかのオプションを選択します。

無効（ ） ：録音が無効になります。

手動：ユーザは録画を開始および停止できます

自動：スペース内のすべての会議が記録されます

デフォルトでロック このスペースのすべての会議がロックを開始するかどうかを設定します。

タイムアウト（秒） パスコードのないロールにフォールバックする前に、プロンプトが表示さ

れたときに参加者がパスコードを入力するのを が待機する

秒数を設定します。タイムアウトを無効にするには、値 を入力します。

ビデオを許可 このスペースの会議で参加者のビデオを許可するかどうかを設定します。

音声のみの会議でも、プレゼンテーション ビデオの共有は常に許可されて

います。

デフォルト ビデオ レイアウト

（ ）

この会議の参加者に表示されるデフォルトのビデオレイアウトを設定

します。

最後のアクティベータが退席し

たときの動作

最後のアクティベータが退席したときの、会議の残りの参加者に対

する動作。

ロールの変更を許可 この権限を持つ参加者はロールを変更できます

 次へ（ ） をクリックします。

 このスペース テンプレートに必要なすべてのロールを追加するまで、手順 ～ を

繰り返します。

 ダイヤルアウトのデフォルト（ ） を使用して、会議中のダイヤルア

ウト参加者のデフォルトのロールを選択します。

 次へ（ ） をクリックします。

 スペースのデフォルト設定を定義します。

設定にシステム値を使用するには、 オーバーライド（ ） チェックボックスを

オフのままにします。

新しい設定を定義するには、 オーバーライド（ ） チェックボックスをオン

にして、必要な値を選択します。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/meeting-management/products-user-guide-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/meeting-management/products-user-guide-list.html
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 完了（ ） をクリックします。

注：変更は、コミットする前に適用されません。変更をコミットすると、テンプレート設定が

すぐに有効になります。 サーバーの詳細の変更、およびユーザに影響を与える変更は、

次に が サーバーと同期されたときに有効になります。

注：変更がコミットされる前に を再起動すると、

に入力したプロビジョニング設定へのすべての変更が失われます。

 プロビジョニング ユーザのスペース作成を許可

プロビジョニングの一環として、どの アプリユーザーにどのタイプのスペースの作成を

許可するかを決定できます。これは、スペーステンプレートを特定のユーザインポート、また

はユーザインポート内のグループに割り当てることによって行われます。

プロビジョニング（ ） ページの ユーザーのスペース作成を許可（

） タブで、スペーステンプレートを作成し、それらを アプリユーザー

の特定のグループに割り当てることができます。

 制限事項

 スペースを作成するユーザには、 で定義したロールが割り当てら

れていません。スペースの所有者でもあるスペースの作成者は、スペースのデフォルト

のコール レッグ プロファイルを受け取ります。

 スペースを作成したユーザは、スペースのメンバーになります。

 スペースのすべてのメンバーは、それを作成したユーザと同じコール レッグ プロファイ

ルを取得します。

 テンプレートを変更しても、すべての変更が既存のスペースに適用されるわけではあり

ません。

新しい参加者ロール設定とスペーステンプレート設定が既存のスペースに適用されます。

ロールの追加や削除などの他のテンプレートの変更は、既存のスペースには影響しません。

既存のスペースに変更を加える場合は、 を介して手動で行うことができます。

注：自動的に作成されたが、ユーザによってまだアクティブ化されていないスペースは、

既存のスペースとしてカウントされません。自動作成されたスペースには、ユーザがア

クティブ化した時点で有効な設定が適用されます。

 アプリは、テンプレートが変更されたかどうかをユーザに示しません。

既に使用されているテンプレートに大幅な変更を加えた場合は、名前または説明を更新

することをお勧めします。
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 は、可能なスペース設定の小さなサブセットを提供します。

を使用して作成したスペース テンプレートに追加の設定を構成す

る場合は、 を使用できます。詳しくは『

』を参照してください。

 を介して作成または編集したテンプレートは に表示されます

が、 で編集できる設定のサブセットのみを表示できます。

 の一部の設定は、複数の 設定の組み合わせです。

テンプレートを簡単に構成できるように、いくつかの設定を組み合わせました。

 を使用して構成した設定は、コミット時に既存の設定を置

き換えます。

これは、構成する特定の設定にのみ影響します。たとえば、スペースのストリーミング

を定義している場合、これは から構成できる設定の影響を受

けません。

 特定の アプリ ユーザにスペース テンプレートを割り当てる方法

スペーステンプレートの作成は次のようにします。

 サーバー（ ） ページに移動し、 プロビジョニングの設定（

） をクリックします。

 プロビジョニング（ ） ページの ユーザーのスペース作成を許可（

） タブで、 ルールの追加（ ） をクリックします。

 ユーザーインポート（ ） を選択します。

 オプション：フィルタを追加します。

 スペーステンプレートを選択（ ） ドロップダウンから、既存の

テンプレートを選択するか、新しいテンプレートを作成します。

 既存のテンプレートを選択した場合は、 完了（ ） をクリックし、次の手順を無視

します。

新しいテンプレートの作成を選択した場合は、 スペーステンプレートの作成（

） をクリックして、次の手順に進みます。

 スペースのテンプレート名を入力します。

これは、ユーザが作成するスペースのタイプを選択するときに アプリに表示される

テンプレート名です。

注：テンプレート名に特殊文字を使用すると、ステータス メッセージでの表示が異なり、

代わりにエスケープ文字が表示される場合があります。名前は引き続き アプリに正

しく表示されます。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/meeting-server/products-programming-reference-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/meeting-server/products-programming-reference-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/meeting-server/products-programming-reference-guides-list.html
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 スペーステンプレートの説明を入力します。

これは、ユーザが作成するスペースのタイプを選択するときに アプリに表示される

テンプレートの説明です。

 さまざまな役割をパスコードで区別する必要があるかどうか、またはそれぞれに一意の

と会議 を割り当てる必要があるかどうかを決定します。

は アプリではビデオ アドレスと呼ばれます。

注： は、参加者のアクセス方法（ リンクまたは とパスコード

の一意の組み合わせのいずれか）によってロールを認識します。ロールを区別するため

に必要な場合、またはパスワードの最小長を設定した場合、 は自動生成

されたパスコードを追加します。 アプリのユーザは、スペースを管理するときにパ

スコードを追加または変更できます。

 ロールの追加（ ） をクリックします。

 ロール名を入力します。

これは、 アプリのユーザが他のユーザに送信する招待状の詳細を選択するときに表

示される参加者ロール名です。

 可視性（ ） ドロップダウンから、テンプレートの可視性スコープを選択します。

 固有の ジェネレーターを入力して、このロールを持つ参加者がスペースにアクセス

するために使用する を が生成する方法のルールを定義します。

は、スペース名、 ジェネレータ、およびドメインに基づいて作成されます。

たとえば、 と入力し、ユーザーがドメイン に「 」

というスペースを作成した場合、 は になります。

注：すべてのロールに同じ を使用することを選択した場合、このフィールドは無効

になります。

 最小パスコード長のシステム デフォルトを上書きするかどうかを決定します。

この設定を無視すると、 はシステムのデフォルトを使用すること

を選択します。

 システムのデフォルトを上書きすることを選択した場合は、パスコードの最小長を入力

します。

デフォルトの最小長は 文字です。パスコードを要求しない場合は、 を入力します。

注：すべてのロールに同じ と数値 を使用することを選択し、複数のロールがある

場合、 は を選択したことを無視します。

 次へ（ ） をクリックします。

mailto:the.a.team.host@example.com
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 このロールを持つ参加者をアクティベータにする場合は、 このロールをアクティベータ

にする（ ） チェック ボックスをオンにします。

アクティベータは会議を開始でき、他の参加者をロビーから入れることができます。

ホストとゲスト スペースを作成する場合は、ホストをアクティベータ、ゲストを非アク

ティベータにすることをお勧めします。すべての参加者に同じ役割を持たせたいチーム

スペースを作成している場合は、参加者をアクティベータにする必要があります。

 ロールのアクセス許可を構成します。

リストされている各設定について、デフォルトのスペース コール レッグプロファイル

に設定されている設定を上書きする場合は、 オーバーライド（ ） チェックボ

ックスをオンにします。デフォルトのコール レッグ プロファイルは、工場出荷時の設定

と を介して定義された設定の組み合わせによって定義されます。

新しい設定を定義するには、 オーバーライド（ ） チェックボックスをオンに

して、次のオプションから必要な値を選択します。

フィールド名 説明

最大参加者数 会議のアクティブな参加者の最大数を設定します。

録画モード 次のいずれかのオプションを選択します。

無効（ ） ：録音が無効になります。

手動：ユーザは録画を開始および停止できます

自動：スペース内のすべての会議が記録されます

デフォルトでロック このスペースのすべての会議がロックを開始するかどうかを設定します。

タイムアウト（秒） パスコードのないロールにフォールバックする前に、プロンプトが表示さ

れたときに参加者がパスコードを入力するのを が待機する

秒数を設定します。タイムアウトを無効にするには、値 を入力します。

ビデオを許可 このスペースの会議で参加者のビデオを許可するかどうかを設定しま

す。音声のみの会議でも、プレゼンテーション ビデオの共有は常に許可

されています。

デフォルト ビデオ レイアウト

（ ）

この会議の参加者に表示されるデフォルトのビデオレイアウトを設定

します。

最後のアクティベータが退席し

たときの動作

最後のアクティベータが退席したときの、会議の残りの参加者に対

する動作。

ロールの変更を許可 この権限を持つ参加者はロールを変更できます

 次へ（ ） をクリックします。

 このスペース テンプレートに必要なすべてのロールを追加するまで、ロールの追加を繰

り返します。

 ダイヤルアウトのデフォルト（ ） を使用して、会議中のダイヤルア

ウト参加者のデフォルトのロールを選択します。

 次へ（ ） をクリックします。
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 このテンプレートから作成されるスペースの設定を定義します。

設定にシステム値を使用するには、 オーバーライド（ ） チェックボックスを

オフのままにします。

新しい設定を定義するには、 オーバーライド（ ） チェックボックスをオンに

して、必要な値を選択します。

注：ここにリストされている以外の設定を定義する場合は、 を介し

てテンプレートを調整できます。詳細については『

ガイド』を参照してください。

 完了（ ） をクリックします。

注：変更は、コミットする前に適用されません。変更をコミットすると、テンプレート設定が

すぐに有効になります。 サーバーの詳細の変更、およびユーザに影響を与える変更は、

次に が サーバーと同期されたときに有効になります。

注：変更がコミットされる前に を再起動すると、

に入力したプロビジョニング設定へのすべての変更が失われます。

 プロビジョニング レビューとコミット

プロビジョニングの レビューとコミット（ ） タブにプロビジョニング

設定が表示されます。

まだコミットされていない変更を行った場合、タブには にローカルな

設定が表示されます。

• 変更をコミット（ ）： 変更をコミットすると、ここに表示されている

設定で の現在の設定が上書きされます。

注：変更は、コミットする前に適用されません。変更をコミットすると、テンプレート設

定がすぐに有効になります。 サーバーの詳細の変更、およびユーザに影響を与える

変更は、次に が サーバーと同期されたときに有効になります。

注：「現在、変更をコミットできませんでした」というエラー メッセージが表示された

場合は、一部の変更がコミットされている可能性があります。 の

すべてのプロビジョニング設定が正しいことを確認し、再試行してください。

• 変更を破棄（ ）：変更を破棄すると、 は最後に

コミットされた設定を から取得し、タブを更新してこれらを表示します。
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新しい設定を構成していない場合、タブには が から

取得した設定が表示され、ボタンは無効になります。設定の変更中を除き、設定は 分ごとに

から取得されます。

 プロビジョニング 同期

プロビジョニングの最後の手順は、 同期を実行することです。これは、

が サーバーからユーザをインポートし、コミットされたプロビジョニング設定を適用す

るために必要です。

新しいユーザなど、 サーバー上の情報に変更があった場合にも、 同期を実行する

ことをお勧めします。

プロビジョニング（ ） ページの 同期（ ） タブで、定期的

な同期スケジュールを設定するか、手動で同期をトリガーして、最近の同期のステータスを確

認できます。

スケジュールされた同期を構成する方法は以下のとおりです。

 同期スケジュールの表示 編集（ ） をクリックします。

 アクティブな会議の中断を最小限に抑えるには、 同期を実行する を選

択します。

 同期を実行する曜日を選択します。

 同期を実行する時刻を選択し、 をクリックします。

注：同期スケジュールは で設定され、

はスケジュールされた時刻に各同期をトリガーします。同期が実行されている

を削除すると、スケジュールされた同期は実行されません。

同期を手動でトリガーする方法は以下のとおりです。

 テーブルの下にある 今すぐ同期を実行（ ） ドロップダウンから、

同期を実行する を選択します。

アクティブな会議の中断を最小限に抑えるには、他の よりも少ない、または

重要度の低い会議をホストする を選択します。

 今すぐ同期を実行（ ） をクリックします。

注： は、接続されているすべての サーバーと同期します。

注：プロビジョニング設定を変更するたびに、設定が正しく適用されていることを確認するこ

とを強くお勧めします。 は、同期が成功したかどうかを報告しますが、

定義されたグループまたはマッピングが計画どおりに実装されたかどうかを確認することはで

きません。
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 ログ ログ、クラッシュレポート、詳細な

トレース

管理者は、 および のすべてのログにアクセスできます。

注：ほとんどのタイムスタンプは 時間です例外は、 内で表示した

ときにブラウザのタイム ゾーンで表示されるイベント ログです。

注：特定の会議のイベントログは、会議が終了してから最大 週間、 会議（ ） ペ

ージの会議の詳細ビューに表示されます。詳細については、ビデオオペレータ向けユーザーガ

イドを参照してください。イベント ログ情報も システム ログに含ま

れますが、メッセージが属する会議別にソートされて表示されることはありません。

 ログ

ログバンドル、システムログ、監査ログを含むすべての ログには、

ログ タブからアクセスできます。

 ログバンドル

ログ（ ） ページの ログ（ ） タブから、 ログバンドルのダウンロード

（ ） ボタンを使用して、 のログ バンドルをダ

ウンロードできます。ダウンロードされたログには、 サポートがトラブルシューティン

グに必要とする情報が含まれています。

• 最新のシステムと監査ログ

• 構成の詳細（パスワードを含まないように編集）

• バージョン番号

• クラッシュレポートのリスト

• 日ライセンスレポート

• ライセンスの予約の試行回数または再試行回数

テクニカル サポートに連絡する必要がある場合は、常にログ バンドルを含めてください。

注：メッセージの多くは から受信した情報に基づいていますが、

ログ タブでアクセスされるすべてのログは 用です。
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 システムログサーバー

システムログサーバー（ ） タブで、 がシステムロ

グを送信するサーバーを追加できます。システムログには、 で発生し

たすべての情報が含まれています。最新のシステムログは、ログ バンドルに含まれています。

最大 つのシステムログサーバーを構成して、 のイベントとアクティ

ビティを追跡できます。

最新のログのみがローカルに保存されるため、サポートに必要な場合に備えて、外部の

サーバーを設定して完全な履歴を保持することを強くお勧めします。

注： の問題をトラブルシューティングするときは、 ロ

グも確認する必要がある場合があります。 のすべてのインスタンスお

よびすべての に外部 サーバーを使用することを強くお勧めします。

システムログサーバーを構成するには、次の手順を実行します。

 ログサーバーの追加（ ） ボタンをクリックします。

 サーバーアドレスとポートを入力します。

 プロトコルを選択します

 証明書のアップロード（ ） ボタンを使用して証明書をアップロード

します

 追加（ ） ボタンをクリックして、ログサーバーの構成を完了します。

 監査ログサーバー

監査ログサーバー（ ） タブで、 が監査ログを送信す

るサーバーを追加できます。監査ログには、 ユーザが実行したアクシ

ョンに関する情報が含まれています。たとえば、設定の変更、ログインの詳細などです。

組織で監査ログが必要な場合は、監査ログ用に外部の サーバーを設定することをお勧

めします。最大 つのシステムログーサーバーを構成して、 のイベン

トとアクティビティを追跡できます。

監査ログ サーバーを構成するには、次の手順を実行します。

 ログサーバーの追加（ ） ボタンをクリックします。

 サーバーアドレスとポートを入力します。

 プロトコルを選択します

 証明書のアップロード（ ） ボタンを使用して証明書をアップロード

します

 追加（ ） ボタンをクリックして、ログサーバーの構成を完了します。
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 クラッシュレポート

のクラッシュレポートには、 ログ（ ） ページの ク

ラッシュレポート（ ） タブからアクセスできます。

 詳細なトレース

サポートから要求された場合は、問題を再現しながら詳細なトレースを有効にして、包括的な

ログを収集できます。

詳細なトレースは、次の場合に利用できます。

• 

• の

• のイベント

• 

• 

分、 分、 分、または 時間ごとにログをトレースするように構成できます。

 日ライセンスレポート

日ライセンスレポートは、 での会議に参加することなく、サポートチームに顧客の

ライセンス使用状況を表示します。その後、サポート チームは 日ライセンス レポートを

解析し、ライセンスに必要な変更があれば顧客に通知できます。

 のログ

管理者は、 ログ（ ） ページの ログ（ ） タブを

使用して、 およびエッジノードのログバンドルをダウンロードし、詳細なロ

グを追跡できます。

 ログバンドル

を使用すると、管理者は、 やエッジノードを追加した後に、

それらを含むサーバーのログを収集できます。

のログを収集する手順は次のとおりです。

 サーバーの選択（ ） ボタンをクリックします

 サーバーのリストから またはエッジノードを選択します。

 ログバンドルの生成（ ） ボタンをクリックしてログを生成します。
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注：クラスタ内のすべてのノードのログバンドルを生成するには、クラスタノードを選択する

ときに サーバーの選択（ ） ページで、クラスタ内の各ノードを選択している

ことを確認します。

ログバンドルが生成されたら、選択したサーバーのログをダウンロードできます。生成された

ログバンドルの名前は になります。

生成されたログは、 ログバンドル（ ） ページから 時間以内にダウ

ンロードできます。

 詳細なトレース

を使用すると、管理者は 、 、 、

などのさまざまな モジュールのログをトレースできます。

詳細トレースを有効にする手順は次のとおりです。

 サーバーの選択（ ） ボタンをクリックします

 サーバーのリストから を選択して、詳細なログを追跡します。

 トレース（ ） リストでは、さまざまな コンポーネントのトレ

ースを有効または無効にすることができます。

注 ：トレース デバッグを有効にすると、選択したサーバーに過負荷がかかります。詳細トレ

ースは、必要な場合にのみ有効にしてください。

ログをトレースする頻度を設定することもできます。たとえば、 分または 分ごとにログ

をトレースするように構成したり、 形式で任意の間隔を設定したりできます。

注：クラスタ内のすべてのノードのログバンドルを生成するには、クラスタノードを選択する

ときに サーバーの選択（ ） ページで、クラスタ内の各ノードを選択している

ことを確認します。

すべて無効化（ ） をクリックして、すべての コンポーネントの

詳細トレースを無効にします。

 ログサーバーの追加または編集

システムログには、少なくとも つの サーバをセットアップすることを強く推奨しま

す。これは、サポートチームが効率的なサポートを提供できるようにするために必要です。

注：最新のシステムログはローカルに保存されますが、制限は のシステムログです。

制限に達すると、最も古い のログが削除されます。

システムログサーバを追加するには、次の手順を実行します。
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 ログ（ ） ページで、 システムログサーバー（ ） を選択します。

 ログサーバの追加（ ） をクリックします。

 サーバアドレスとポート番号を入力します。

デフォルトポートは次のとおりです。

• ：

• ：

• ：

注： アドレスを入力する場合、ここに角カッコを使用しないでください。

 プロトコルを選択します。

 オプション：証明書を使用することを選択し、証明書が無効であり

で接続を拒否する場合は、証明書失効リスト（ ）に対して証明書を確

認します。

チェーン内の証明書が無効またはアクセスできない がある場合、

は接続をブロックします。

可能な場合はこれを有効にすることを推奨します。

注： 証明書配布ポイント（ ）を備えた証明書のみがサポートされています。

チェックを使用し、証明書に がない場合、または が 経由で到達で

きない場合、接続は拒否されます。

また、 が 経由で外部アドレスに接続できるよう、ネットワ

ークを構成する必要があります。

 を選択した場合は、証明書をアップロードします。

証明書チェーンの要件は次のとおりです。

• ルート 証明書を含む完全な証明書チェーンを含める必要があります。

• 証明書にリストされているアドレスは、ログサーバに入力したアドレスと同じであ

る必要があります。

 追加（ ） をクリックします。

 必要なログサーバが追加されるまで、この操作を繰り返します。

 を再起動します。

オプション：組織内で必要な場合は、監査ログに サーバを追加します。

監査ログサーバを追加するには、次の手順を実行します。
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 ログ（ ） ページで、 監査ログサーバー（ ） を選択します。

 ログサーバの追加（ ） をクリックします。

 サーバアドレスとポート番号を入力します。

デフォルトポートは次のとおりです。

• ：

• ：

• ：

注： アドレスを入力する場合、ここに角カッコを使用しないでください。

 プロトコルを選択します。

 オプション：証明書を使用することを選択し、証明書が無効であり

で接続を拒否する場合は、証明書失効リスト（ ）に対して証明書を確

認します。

チェーン内の証明書が無効またはアクセスできない がある場合、

は接続をブロックします。

可能な場合はこれを有効にすることを推奨します。

注： 証明書配布ポイント（ ）を備えた証明書のみがサポートされています。

チェックを使用し、証明書に がない場合、または が 経由で到達で

きない場合、接続は拒否されます。

また、 が 経由で外部アドレスに接続できるよう、ネットワ

ークを構成する必要があります。

 を選択した場合は、証明書をアップロードします。

証明書チェーンの要件は次のとおりです。

• ルート 証明書を含む完全な証明書チェーンを含める必要があります。

• 証明書にリストされているアドレスは、ログサーバに入力したアドレスと同じであ

る必要があります。

 追加（ ） をクリックします。

 を再起動します。
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 ライセンス

ライセンス（ ） ページには、次の情報が表示されます。

• 各機能のライセンス ステータスを表示するボックス。

ライセンスの状態と施行の定義を参照してください。

• 時間の経過に伴うライセンス使用率のグラフ。日付範囲を指定でき、ライセンス タイプ

に基づいてグラフをフィルタリングできます。

注： 日の日付範囲の場合、 は 分ごとに つのデータ ポイン

トを表示します。より長い日付範囲の場合、ピーク値を示す 日あたり つのデータ ポ

イントがあります。

は、ローカル ライセンス ファイル（従来のライセンス モード）のサ

ポートを廃止し、ライセンス予約を導入しました。セキュリティ上の理由で

がインターネットに接続できない環境では、ライセンス予約を使用して機能を

アクティブ化し、ライセンスを予約することができます。詳細については、「ライセンス」

の項を参照してください。

次のスクリーンショットは、スマートライセンスモードの ライセンス（ ） ページ

を示しています。



 ライセンス  
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各機能について、ボックスには次の情報が表示されます。

• ボックス ヘッダー：機能の名前、ライセンスステータス、施行警告（ある場合）。試用

版を使用していない場合は、右側に 試用を開始（ ） ボタンもあります。

詳細については「ライセンスの状態と施行」のセクションを参照してください。

• 予約済み（ ）： ライセンス予約モードの場合に で予約された

ライセンスの数。

• 割り当て済み（ ）：使用可能なライセンスの数

スマートライセンスの場合、番号を入力すると、 が

で検証します。

• 日間のピーク（ ）：過去 日間に使用されたライセンスの最大数

概要に表示される以上の詳細が必要な場合は、 日間のレポートをダウンロードできます。

は、 という名前の ファイルを提供します。この

ファイルには、次のファイルが含まれています。

• 

このファイルには、 がクラスタ内の個別の から受信

した生データが含まれています。各行には以下が表示されます。

• 特定の のホスト

• タイムスタンプ（ ）

• ライセンスの種類ごとに使用されているライセンスの数。

• 

このファイルには、 によって計算された、 分間隔ごとのクラス

タ全体のライセンス使用量が含まれています。各行には以下が表示されます。

• 分間隔の開始時刻のタイムスタンプ（ ）

• ライセンス タイプごとに、すべての に使用されるライセンスの概要。

• 

このファイルには、 によって計算された毎日のピークが含まれて

います。各行には以下が表示されます。

• 日付（ ）

• ライセンスタイプごとに、 ポイントの中央値平滑化後のその日に使用されたライ

センスのピーク数
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 ライセンスの状態と施行

サインインしている のインスタンスでライセンスが有効になっている

場合、 展開のライセンス ステータスを最新の状態に保つことができます。

ライセンスは機能別に分類されています。

• ：これは、 およびユーザーライセンスのアクティベーションで構

成されます。適切なライセンスがある場合、 を使用できます。

スマートライセンス用（ ）：アクティベーションキーは必要ありま

せん。バーチャル アカウントで使用可能な または ライセンスがあ

る場合は、接続されているすべての を使用できます。

• 録画またはストリーミング（ ）：このライセンスでは、録音ま

たはストリーミングを許可します。

スマートライセンスの場合、録画またはストリーミングライセンスを使用できる場合は、

録画およびストリーミングがライセンスされます。

• カスタマイズ（ ）：このライセンスではカスタマイズされたレイアウト

を許可します。

スマートライセンスの場合、カスタマイズライセンスがある場合は、 で

カスタマイズされたレイアウトを作成できます。

ライセンス ステータスのレベルは次のとおりです。

• 準拠（ ）：インストールされているライセンスの 以下を使用してい

ます。

• ライセンスなし（ ）：ライセンスが割り当てられていません。

• 以上のしきい値（ ）：ライセンス規約に準拠していますが、イ

ンストールされているライセンスの 以上を使用しています。

• ライセンス不足（ ）：過去 日間で、 ～ 日間使用可能なラ

イセンスを多く使用しています。

想定外のピークが生じる可能性があるため、一時的な過剰使用を許可します。ただし、

使用状況データを評価し、追加のライセンスを購入する必要があるかどうかを検討する

ことをお勧めします。

• コンプライアンス違反（ ）：過去 日間で 日以上、使用可能な

ライセンス数を超えています。

ライセンス契約に違反しています。 パートナーまたはアカウントチームに連絡し

て、ニーズについて話し合い、追加のライセンスを購入する必要があります。
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録画またはストリーミングのライセンス ステータス レベルは次のとおりです。

• ライセンスなし（ ）：録画またはストリーミング用のライセンスが割り当て

られていません。

• 準拠（ ）：インストールされているライセンスの 以下を使用してい

ます。

• 以上のしきい値（ ）：ライセンス規約に準拠していますが、

インストールされているライセンスの 以上を使用しています。

• ライセンス不足（ ）：過去 日間で、 ～ 日間使用可能なラ

イセンスを多く使用しています。

想定外のピークが生じる可能性があるため、一時的な過剰使用を許可します。ただし、

使用状況データを評価し、追加のライセンスを購入する必要があるかどうかを検討する

ことをお勧めします。

• コンプライアンス違反（ ）：過去 日間で 日以上、使用可能な

ライセンス数を超えています。

ライセンス契約に違反しています。 パートナーまたはアカウントチームに

連絡して、ニーズについて話し合い、追加のライセンスを購入する必要があります。

カスタマイズ（ ）のライセンス ステータスのレベルは次のとおりです。

• ライセンス済み（ ）：カスタマイズライセンスを所持しています。

• ライセンスなし（ ）：カスタマイズライセンスがありません。

• コンプライアンス違反（ ）： でカスタマイズ

をオンにしましたが、カスタマイズライセンスを持っていません。

これは、スマートライセンスでのみ見られます。ライセンス契約に違反しています。割

り当てを いいえ（ ） に変更するか、シスコ パートナーまたはアカウント チームに

連絡して、ニーズについて話し合ってライセンスを購入する必要があります。

注： を使用して、ライセンスステータスを取得することもできます。これ

には、 の機能コンポーネント、各コンポーネントのライセンスステータス、

および有効期限が含まれます。 を使用すると、 クラスタの

ライセンス ステータスと有効期限（該当する場合）が返されます。詳細については、『

』を参照してください。

 利用可能なトライアル

トライアルには次の つのタイプがあります。

• トライアル（ ）：このトライアルでは、 日間、録画やスト

リーミング、カスタマイズを含むすべての機能のライセンスが無制限に提供されます。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/meeting-server/products-programming-reference-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/meeting-server/products-programming-reference-guides-list.html
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がライセンスされている場合、または以前にトライアルを使用したことがある

場合、 トライアルは提供されません。

• 録画またはストリーミングトライアル（ ）：この試用版ト

ライアルでは、 日間、録画とストリーミングを無制限に使用できます。

すでにレコーディングまたはストリーミングのライセンスを持っている場合、または以

前にトライアルを使用したことがある場合は、レコーディングまたはストリーミングの

トライアルは提供されません。

• カスタマイズトライアル（ ）：このトライアルでは、カスタマイズ

されたレイアウトを 日間使用できます。

カスタマイズ ライセンスを既に持っている場合、または以前に試用版を使用したことが

ある場合は、カスタマイズトライアルは提供されません。

注：接続されているすべてのクラスタ間で共有される、 の展開ごとに

各タイプのトライアルを つ取得します。同じタイプのトライアル中に、接続されたクラスタ

のいずれかが以前に インスタンスに接続されていた場合、

はトライアルを提供しないため、クラスタを新しい デプ

ロイメントに移動して新しいトライアルを取得することはできません。また、最初のトライア

ルで接続されなかった新しいクラスタを追加しても、新しいトライアルを取得することはでき

ません。

注：試用期間が終了する前にライセンスを追加しない場合、コンプライアンス違反となり、施

行が行われます。詳細は以下の表を参照してください。
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 試用中および試用後のライセンス状況

トライアルタイプ トライアルに含まれるもの 試用期間中のライセンス状況 試用後のライセンス状態

会議 会議、録画とストリーミン

グ、カスタマイズされたレ

イアウトを 日間無制限

に使用

コンプライアンス または

のライセンスを持っている場

合、会議はこれに準拠します。

または の

ライセンスがない場合は、ライ

センスが付与されなくなり、ラ

イセンスを追加するまで施行が

アクティブになります。

録画またはストリーミングのラ

イセンスをお持ちの場合は、録

画またはストリーミングが準拠

します。

録画またはストリーミングのラ

イセンスがない場合、録画また

はストリーミングはライセンス

なし（ ）状態

になり、使用できません。

カスタマイズ ライセンスをお持

ちの場合は、カスタマイズ ライ

センスが付与されます。

カスタマイズ ライセンスがない

場合、カスタマイズはライセン

スなし（ ）状態

になり、使用できません。

録画またはストリ

ーミング

日間の無制限の録画とス

トリーミング

コンプライアンス 録画またはストリーミングのライ

センスをお持ちの場合は、録画ま

たはストリーミングが準拠しま

す。

録画またはストリーミングのラ

イセンスがない場合は、ライセ

ンスなし（ ）状態に

なり、使用できません。

カスタマイズ 日間のカスタマイズされ

たレイアウト

ライセンス済み カスタマイズ ライセンスをお持

ちの場合は、カスタマイズがラ

イセンスされます。

カスタマイズ ライセンスがない

場合は、ステータスがライセンス

なし（ ）状態になり、

使用できません。
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 施行と警告

ライセンス（ ） ページでは、ライセンス ステータスと、今後の施行に関する警告

の両方を確認できます。

会議（ ）に関する警告と施行

• 日 後に施行が行われます：これは警告レベル です。 コンプラ

イアンス違反をしているため、 は施行までカウントダウンしてい

ます。

• 施行が行われます。 日後に高レベルの 施行が行われます：これは

警告レベル であり、施行が行われることを意味します。会議の参加者は、各会議の開

始時に警告を見たり聞いたりします。

• 高レベルの施行が行われます：これは警告レベル であり、最高レベルの施行が行われ

ることを意味します。会議の参加者には、各会議の開始時に警告が聞こえ、会議全体を

通して画面上の大きなテキストで警告が表示されます。

録画またはストリーミング（ ）に関する警告と施行

• 日間利用できます ： が施行日までカウン

トダウンします。

• 利用できません：会議を録画またはストリーミングすることはできません。

カスタマイズ（ ）に関する警告と施行

• 日間利用できます ： が施行日までカウン

トダウンします。

• 利用できません：カスタマイズされたレイアウトは使用できません。



リリース 管理者向けユーザーガイド

 ブラスト ダイヤル モニタリング  

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 ブラスト ダイヤル モニタリング

ブラスト ダイヤル モニタリングを使用すると、プライマリ ロールまたはセカンダリ ロールを

に割り当てて、スペースにアクセスしたときに複数のダイヤル アウト

を回避できます。これは、複数の がスペース内のブラスト ダイヤルを

監視している場合に発生する可能性があります。

• プライマリ つの のみをプライマリに設定する必要がありま

す。これは、ほとんどの状況でブラスト ダイヤルをトリガーする

です。

• セカンダリ この は、時間遅延の後にブラストダイヤルをトリ

ガーしようとします。これは、他の がダイヤルアウトを開始して

いない場合にのみ実行されます。時間遅延は、 セカンダリを選択した場合の遅延（秒）

（ ） フィールドで設定できます。

• オフ この はブラストダイヤルをトリガーしません。
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 設定 の構成

設定（ ） ページでは、次のような の設定を構成できます。

• のネットワーク設定

• が着信 接続で提示する証明書。

• が から情報を受信する 受信者アドレス

• 設定

• 設定

• サインイン メッセージ

• 高度なセキュリティ

ここで、 のバックアップ、復元、アップグレード、および再起動を行

うこともできます。

 ネットワークの詳細の編集

基本的なネットワークの詳細はすでにセットアップ済みですが、 サーバを追加したり、

構成を編集したりすることもできます。

ネットワーク設定を編集するには、次の手順を実行します。

 設定（ ） ページ の ネットワーク（ ） タブに移動します。

 関連する詳細を入力します。

注： アドレスを入力する場合、ここに角カッコを使用しないでください。

 詳細を保存するには、 を再起動します。

 証明書のアップロード

証明書の有効期限が切れたら、新しい証明書に置き換える必要があり

ます。

注： には、証明書署名要求を作成する機能はありません。 ツ

ールキットなどの別のツールを使用して、秘密キーと証明書署名要求を作成します。
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証明書を置き換えるには、次の手順を実行します。

 設定（ ） ページの 証明書（ ） タブに移動します。

 証明書をアップロードして、期限切れの証明書を新しいものに置き換えます。

 キーをアップロードします。

 詳細を保存し、 を再起動します。

証明書の要件：

 証明書チェーンには、証明書に署名した の証明書に加えて、ルート 証明書を含

む証明書チェーン内の上位の証明書を含める必要があります。

 受信者アドレスと、ユーザがブラウザインターフェイスで使用するアドレスは、証

明書に記入される必要があります。

注： フィールドを使用する場合、 では共通名は確認されま

せん。 フィールドに、 受信者アドレスを含める必要があります。

 受信者アドレスの編集

受信者アドレスは、 が、 （コール詳細レコード）を送信する

ために に通知するアドレスです。会議の情報を に表示す

るには、 受信者アドレスが正しく設定されていることを確認することが非常に重要です。

注： アドレスが変更される可能性があるため、 の使用を強く推奨します。 受信

者アドレス（ ） フィールドは、 が

に使用を指示する情報のみを構成し、 がより広範なネットワークにど

のように表示されるかは設定しません。解決可能で から到達可能なネットワーク

に設定されているアドレスを入力する必要があります。

受信者アドレスを入力するには、次の手順を実行します。

1. 設定（ ） ページの タブに移動し、 受信者アドレスを入力します。

2. 保存（ ） をクリックして、 を再起動します。

 に接続

スケジュールされたミーティングを開始する前に確認したり、参加者を追加したときに

の電話帳を使用して連絡先を検索したりするには、 を に接続する

必要があります。
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注： に接続する前に、 が 予約 に接続されている必要があります。

詳細については、『インストールおよびコンフィギュレーション ガイド』 英語 の「始める

前に」セクションを参照してください。

を に接続するには、次の手順を実行します。

 設定（ ） ページの タブに移動します。

 で を使用する（ ）

チェックボックスをオンにします。

 サーバの アドレスまたは を入力します。

 または を選択します。

 オプション：証明書を使用することを選択し、証明書が無効であり

で接続を拒否する場合は、証明書失効リスト（ ）に対して証明書を確

認します。

チェーン内の証明書が無効またはアクセスできない がある場合、

は接続をブロックします。

可能な場合はこれを有効にすることを推奨します。

注： 証明書配布ポイント（ ）を備えた証明書のみがサポートされています。

チェックを使用し、証明書に がない場合、または が 経由で到達で

きない場合、接続は拒否されます。

また、 が 経由で外部アドレスに接続できるよう、ネットワ

ークを構成する必要があります。

 を使用している場合は、 の証明書をアップロードします。

証明書の要件は、次のとおりです。

• 証明書はチェーンで、 証明書に署名した の証明書に加えて、ルート

証明書を含む証明書チェーン内の上位の証明書を含める必要があります。

• サーバーに入力したサーバーアドレスは、 サーバ証明書に含める必要が

あります。

注： フィールドを使用する場合、 では共通名は確認さ

れません。 を フィールドに含める必要があります。

 に ユーザー名（ ） と パスワード（ ） を入力します。

 保存 して を再起動します。
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注：クラスタを に関連付ける前に、 から 情報を受信できません。

 クラスタと の関連付け

どの が に接続されているかを に通知し、その

システム を入力するには、次の手順を実行します。

 サーバー（ ） ページで、 クラスタと の関連付け（

） をクリックします。

 のプライマリ である を選択します。

 システム （ ） を入力します。

 完了（ ） をクリックして、 の スケジュールされた会議の表示を開始

します。

は情報を確認し、クラスタの に関連付けられている ステ

ータスを表示し、 に接続されている は というラベルを 取得し

ます。

 予定されている会議を確認したいすべてのクラスタを検証するまで、この操作を繰り返

します。

 電話帳へのアクセス

は の電話帳にアクセスできます。そのためビデオオペレータは、

参加者を会議に追加する際に連絡先を検索できます。 で連絡先を検索する場合と同じよ

うに検索できます。

注： は、 で到達できない連絡先をサポートしている場合があります。

のアウトバウンド ダイヤル プランを更新するか、 が到達で

きない電話帳のエントリを既存のダイヤルプランルールに従ってフィルタリングしてください。

ビデオオペレータが からアクセスできない参加者を追加しようとすると、

は接続を試み、失敗します。警告やエラーメッセージはありません。

ビデオオペレータにはしばらくの間スピナーが表示され、その後、参加者が切断された参加者

として、参加者リストに表示されます。

注： では、表示される検索結果の数を構成できます。これは には

影響を与えません。 には常に最大 件の検索結果が表示されます。

ビデオオペレータが の電話帳を使用するには、次の つの手順を実行する必要があ

ります。

• に電話帳クライアントとして を追加します。
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電話帳には連絡が取れる連絡先だけが含まれるよう、まず最初に編集することを推奨し

ます。

• の に電話帳を割り当てます。

• での 電話帳の使用を有効にします。

注：これを行う前に、 と を接続する必要があります。

に電話帳クライアントとして を追加するには、次の手順を実行し

ます。

 で、 設定（ ） ページ の タブに移動します。

 アドレスをコピーします。

 にサインインし、 電話帳（ ） に移動し、

の電話帳（ ） に移動し

ます。

の の電話帳（

） リンクをクリックすると、 のサインイン後に正し

いビューに直接移動します。

 新規（ ） をクリックします。

 サーバ名（ ） フィールドに、 の名前を入力します。

名前は、他の および の管理者にとって意味があるものであ

る限り、好きな名前を選択できます。

 アドレス（ ） フィールドに、 からコピーし

たアドレスを入力します。

に電話帳を割り当てるには、次の手順を行います。

 で、 電話帳（ ） に移動し、 の電話

帳（ ） に移動します。

 で に付けた名前をクリックします。

 に使用する電話帳を選択してから、 保存（ ） を 選択

します。

電話帳の使用を開始するには、次の手順を実行します。

1. で、 設定（ ） ページ の タブに移動します。

2. 電話帳を使用する（ ） チェックボックスをオンにします。
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3. 上記のエリアで、 から に最初に接続した時に使用したアカ

ウントのパスワードを入力してから保存し、 を再起動します。

 ステータスの表示または サーバーの追加

が常に と同期することが重要ですので、

では の展開と同じ サーバを使用することを推奨

します。 には最大 つの サーバーを接続できます。また、 設定

（ ） ページの タブでそれらのステータスをモニタリングできます。

注：表示される時間は サーバの時間であり、コンピュータの時刻設定

と異なる場合があります。表示されるオフセットは、接続されている各 サーバと

サーバ間の値です。

サーバーを追加するには、次の手順を実行します。

 設定（ ） ページの タブに移動します。

 サーバを追加します。

注： アドレスを入力する場合、ここに角カッコを使用しないでください。

 変更を保存するには、 を再起動します。

 ライセンス

設定（ ） ページの ライセンス（ ） タブで、ライセンスモードを選択で

きます。スマートライセンスを選択した場合は、ここでいくつかのスマートライセンス設定を

構成することもできます。

ライセンスモードを選択する必要があります。以下の中から選択します。

• スマートライセンス（推奨）

に登録してライセンス割り当てを設定するまで、ライ

センス ステータスは非準拠と表示される場合があります。

スマートライセンスを選択すると、 は、購入したライセンスに関

する情報を から取得します。

注： スマート ライセンシング統合用の （コマンドライン イ

ンターフェイス）はありません。これは がグラフィックなユーザ

インターフェイスを提供するという設計によるものです。
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• 接続された にアクティベーションキーをインストールする必要がなくなり

ました。代わりに、 は、従来のライセンス キーのない

の数を に報告します。これらは、スマートアカ

ウントでアクティブな ノードと呼ばれるライセンスタイプとして表示され

ます。これらのライセンスは無料で、必要な数のライセンスが自動的に付与されます。

• ライセンスなし

このオプションは、復元力のある展開でのみ使用できます。復元力のある展開で、

の他のインスタンスでスマートライセンスのいずれかを有効にし

ている場合は、このオプションを選択します。

注：

• 以前のバージョンの でこのライセンスモードを使用していたユ

ーザーの場合、従来のライセンスオプションはグレー表示されます。

• は、ローカル ライセンス ファイル（従来のライセンス モード）

のサポートを廃止しました。スマート ライセンスに移行すると、従来のライセンス オプ

ションはライセンス モードポップアップで使用できなくなります。

• ライセンスモードを変更し、または新しいクラスタを追加した後、接続されている

のライセンスステータスにこの変更が適用されるまで最大で 分かか

る場合があります。

 スマートライセンスを有効にする方法

スマートライセンスを有効にするには、以下の手順を実行します。

 にサインインし、登録トークンを生成します。

注：登録トークンを生成するときに、 製品の輸出規制機能をこのトークンに登録可能に

する（

） オプションを選択して、より高いレベルの製品暗号化機能を有効にしてくださ

い。詳しくは『 オン プレミス ユーザーガイド』を参照してく

ださい。

 トークンをクリップボードにコピーします。

 ライセンスレポートに使用する のインスタンスを開きます。

 設定（ ） ページ の ライセンス（ ） タブに移動します。

 変更（ ） をクリックします。

 スマートライセンス（ ） を選択して、 保存（ ） します。

https://www.cisco.com/web/software/286326948/154733/Smart_Software_Manager_On-Prem_8_User_Guide.pdf
https://www.cisco.com/web/software/286326948/154733/Smart_Software_Manager_On-Prem_8_User_Guide.pdf
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 登録（ ） ボタンをクリックします。

 登録トークンを貼り付けます。

 オプション：すでに登録されている場合は、この製品インスタンス登録します

通常、 では、すでに登録されている インスタンスを

登録しません。このチェックボックスをオンにすると、 では、同じインスタ

ンスを再度登録できるようになります。これは、登録解除を試みた場合や、登録解除中

に が にアクセスできないなど、

が登録の詳細を失った場合に役立ちます。

 登録（ ） をクリックします。

 登録された場合は、バーチャルアカウントにあるライセンスの数を確認します。

 で、 ライセンス（ ） ページに移動します。

 バーチャルアカウントにあるライセンスに関する情報を入力します。

注：

• 注： をテストする場合に、ライセンスをまだ持っていない

場合は、代わりに トライアルの開始（ ） をクリックします。

• 注：特定のタイプのライセンスを持っていない場合は、フィールドを空白のままに

するのではなく を入力します。

注：ライセンスモードを更新し、または新しいクラスタを追加した後、

がライセンスステータスを更新するためにすべての使用情報を取得するには、時間がかかる場

合があります。これには、接続の速度とデータ量に応じて、数分から 分を超える場合があ

ります。

注：割り当てられたライセンスの数を変更する度に、接続されている のライ

センスステータスにこの変更が適用されるまで最大で 分かかる場合があります。

注：ライセンスの予約中に、 の応答時間が予想される 秒よりも長くかかる場合、

さまざまなタイムアウト値でさらに 回の再試行が試行されます。 は、

回目と 回目の再試行をそれぞれ 秒と 秒待機します。 回の再試行後にライセンス

の予約が失敗した場合は、 概要（ ） ページに サーバーに

到達できません（ ） と表示されます。ライセ

ンスの予約を再開する必要があり、ライセンスが正常に予約されたことを示すメッセージがク

リアされます。
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 スマートライセンスが有効にされた後のスマート ライセンス アクション

次を実行できます。

• 承認を今すぐ更新：システムは の午前 時に、毎日承認を自動的に更新します。

ただし、手動で更新する場合は、ここで更新できます。これは、新しいライセンスを購

入した場合、またはこの のバーチャルアカウントに追加のライセ

ンスを割り当て、 の変更をすぐに確認する場合に役立ちます。

• 登録を今すぐ更新：システムは か月ごとに登録を自動的に更新します。この

のバーチャルアカウント間のライセンスを移動した場合や、この

のインスタンスを別のバーチャルアカウントに移動した場合は、手動で登

録を更新できます。

• 登録： のこのインスタンスで別のバーチャルアカウントを使用す

る場合は、手動で再登録できます。

• ライセンス予約：スマートライセンスにより、スマートアカウントを使用してライセン

スをアクティブ化および管理できます。 でトークンを

生成して製品インスタンスをアクティブ化し、製品インスタンスに必要なライセンスを

予約できます。スマートアカウントは、選択した製品インスタンスがすべてのデバイス

で現在のライセンス要件をサポートするのに十分なライセンスに準拠し、承認されてい

ることを保証します。詳細については、このセクションを確認してください。

• 登録解除：バーチャルアカウントを別の展開に使用する場合や、

の展開に復元力があり、レポートに別の会議インスタンスを使用する場合は、

のこのインスタンスの登録を解除できます。

注：ライセンスモードを変更すると、 は自動的にスマートライセ

ンスを無効にし、 からの登録を解除します。

注： のインスタンスへの接続が切断された場合は、

から登録を解除することもできます。

 ライセンス予約

に準拠するために、 製品のユーザーはライセンス予約のサポートを必要としま

す。 は、バージョン 以降のライセンス予約をサポートしています。

セキュリティ上の理由で がインターネットに接続できない環境では、

ライセンス予約を使用して機能をアクティブ化し、ライセンスを予約することができます。

この機能には、ユニバーサル（永久ライセンス予約）と 特定（特定ライセンス予約）の 種

類あります。

• ユニバーサルバリアント：ユニバーサルまたは永久ライセンス予約（ ）は、製品の

すべての機能を使用できる単一のライセンスを提供します。 は

軍事 防衛のお客様
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• 特定のバリアント：特定ライセンス予約（ ）は、要件に基づいてライセンスを予約

する選択肢を提供します。機能ライセンスのほか、 や などのユーザ

ライセンスも予約できます。ライセンスの使用状況が変更された場合、この機能により、

ライセンス予約を更新または変更できます。

ライセンス予約は、ユニバーサルから特定のバリアントに、またはその逆に変更できます。

これには、予約の返却と製品インスタンスの再登録が含まれます。

注：ライセンス予約機能は、デフォルトでは顧客のスマート アカウントで有効になっていない

ため、顧客から具体的に要求され、 によって承認される必要があります。どちらのタイ

プのライセンス予約でも、 がスマート アカウントを認証する必要があります。

の つのインスタンスだけで使用する専用のバーチャルアカウントを持つ企業

のスマートアカウントが必要です。アカウントを要求するには、シスコのアカウントチームに

問い合せるか、 に移動します。

ライセンス予約により、次のワークフローが可能になります。

• ライセンス予約

• 予約済みライセンスの更新

• 予約したライセンスの返却

 ライセンス予約

初期ライセンス予約のワークフローは次のとおりです。

 スマートアカウントでライセンス予約が有効になっていることを確認します

 からリクエストコードを生成します

 にコードを入力します

 の場合、予約するライセンスを選択します

 で予約承認コードを生成します

 に認証コードを入力します

図 ：ライセンス予約のワークフロー

ライセンスを予約するには、次の手順に従います。

https://software.cisco.com/software/csws/ws/platform/home?locale=en_US
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 設定（ ） で、「ライセ

ンス」セクションに移動します。

 登録（ ） ボタンをクリックして、 スマートソフトウェアライセ

ンシング登録（ ） ポップアップを

開きます。ポップアップ

 ポップアップの下部にある ここから開始（ ） リンクをクリック

して、ライセンス予約プロセスを開始します。

 開いてるポップアップウィンドウで、 はい、自分のスマートアカウントはラ

イセンス予約が有効になっています（

） をクリックします。

 スマートライセンス予約のポップアップで、 生成（ ） ボタンをク

リックして予約要求コード（ ）を生成します。

 生成される予約要求コードを保存またはコピーします。

 閉じる（ ） をクリックします。 の スマート

ソフトウェアライセンシング（ ） ページで、

が と表示

されます。
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 で、

 スマート アカウントで にログイ

ンします。

 目的のバーチャル アカウントに移動し、 ライセンス予約（

） をクリックします。

注：ライセンス予約を使用するには、 からの特別な許可が必要

です。このためには、 の インベントリ

（ ） セクションの ライセンス（ ） タブで ライ

センス予約（ ） ボタンが使用可能であることを

確認する必要があります。

 予約要求コードを入力します

 予約するライセンス（ ） からライセンスを選択します。

• の場合 オプション の有効化を選択します

• の場合 特定のライセンス予約（ ）

オプションを選択し、予約する特定のライセンスを選択します。

 認証コードの生成（ ） ボタンをクリックし

て、予約認証コードを生成します。

 予約承認コードを保存またはコピーします。

注：特定のライセンスの場合、 予約するライセンス（

） で 特定のライセンス予約（

） を選択すると、利用可能なライセンスのリストを表示でき

ます。スマートアカウントで要求する際には、十分な数のライセンス

を選択してください。

 で、次の手順を実行します。

 スマートソフトウェアライセンシング（ ） ペ

ージで、 予約承認コードを入力（

） ポップアップを開きます。

 予約要求コードを表示するか、予約リクエストをキャンセルするオプション

もあります

 から生成された予約承認コードを入力し、 承認

コード ファイルのインストール（ ） ボタン

をクリックして予約を完了します。



リリース 管理者向けユーザーガイド

設定 の構成

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 ライセンス（ ） セクションで、 スマート ソフトウェア ライセンシン

グのステータス（ ） にある 登録ステータス

（ ） が以下のように変更されます。

• 「ライセンス予約が保留中です（ ）」から

「登録済み ライセンス予約（ ）」へ

• 「ライセンス承認（ ）」が「承認済み 予約済み

（ ）に変わります。

 ライセンス（ ） ページのライセンスステータスは、次のように表示さ

れます。

• の予約が有効です

• 予約が のライセンス数とともにされています。

 予約済みライセンスの更新

組織の変化するニーズを満たすために、特定のライセンスを更新するか、予約済みライ

センスの数を変更することができます。たとえば、現在のライセンス要件が で、さら

に ライセンスを追加する場合、ライセンス数を として選択する必要があり、新し

い値が以前の値を上書きします。

注： を使用している場合、ライセンスの更新は適用されません。ただし、ラ

イセンス予約のタイプを から に、またはその逆に変更することができま

す。ライセンス予約の種類を変更するには、予約済みのライセンスを返却し、製品

インスタンスの登録を解除し、製品インスタンスを最初から登録し直します。予約

を から に変更すると、 で選択したライセンスが ライセンスを

上書きします。

予約済みライセンスを更新するワークフローは次のとおりです。

 で更新するライセンス インスタンスを見つけます

 予約承認コードを生成します

 にコードを入力してインストールします

 予約確認コードを生成します

 の予約確認コードを入力して確認します
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図 ：ライセンス予約更新のワークフロー

予約ライセンスを更新するには、次の手順を実行します。

 の場合

 製品インスタンスで インスタンスを見つけます

をクリックし、 アクション（ ） メニューから ライセンス予約の更

新（ ） を選択します。

 ライセンス予約の更新（ ） ポップアップを使

用して、予約するライセンスを変更し、新しい

を生成します。

 予約承認コードを保存またはコピーします。

 設定の場合

 「ライセンス」セクションに移動し、 予約の更新（ ）

ボタンをクリックします。

 予約の更新（ ） ボタンをクリックすると開くポップ

アップに予約認証コードを入力します。

注： インスタンスがユニバーサルライセンス

を予約している場合、ライセンス予約を更新するには、「ライセンス」

セクションの 予約済みライセンスの返却（

） ボタンを使用してこのライセンスを返却してから、製品イ

ンスタンスを再登録します。

 認証コードのインストール（ ） ボタンをクリッ

クして、ライセンス予約を更新し、予約確認コードを生成します。

 スマートソフトウェアライセンス（ ） ページ

の 確認コードの表示（ ） ボタンをクリックして、

予約確認コードをコピーまたは保存します。
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 の場合

 製品インスタンス（ ） で

インスタンスを見つけ、 アクション（ ） メニューから 確認コード

の入力 （ ） を選択して、 確認コードの入力

（ ） ポップアップを起動します。

 確認コードの入力（ ） ポップアップに予約確認

コードを入力します。

 の スマートソフトウェアライセンス（

） ページに戻り、 コードが入力されました（

） ボタンをクリックして、予約認証コードのインストー

ル後に発生したアラートを閉じます。

 予約したライセンスの返却

他の製品インスタンスでライセンスを使用できるように、予約済みのライセンスをバー

チャル アカウントに戻すことができます。ライセンスを返却するには、このセクション

で説明されている手順に従ってください。

予約済みライセンスを返却するワークフローは次のとおりです。

 予約返却コード（ ）を生成します

 で インスタンスを見つけます

 予約返却コード（ ）を入力します

図 ：ライセンス予約を返却するためのワークフロー

予約済みライセンスを返却するには、次の手順に従います。

 設定の「ライセンス」セクションの場合

 予約済みライセンスの返却 （ ） ボタンをク

リックして、 返却ライセンスの確認（ ） ポップ

アップを起動します。

 生成（ ） ボタンをクリックして、予約返却コードを生成します。
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 ライセンス予約返却コード（ ） ポップ

アップには説明テキストが表示され、ライセンス予約返却コードを含むファ

イルをコピーまたはダウンロードできます。

 の場合

 製品インスタンスで インスタンスを見つけます

 アクション（ ） メニューから 削除（ ） を選択して、 製

品インスタンスの削除（ ） ポップアップを起動し

ます。

 ポップアップに予約返却コードを入力して、予約済みライセンスの返却を完

了します。 ライセンス（ ） ページで、登録ステータスが 登録解

除（ ） に変わります。

 スマート ライセンスに移行する際の考慮事項

 バージョンへのアップグレードには、既存の従来のライセンス ファイル（

ファイル）を使用できます。

 既存のライセンスファイル（部分的または完全に履行された ）をお持ちのお

客様は、 ライセンスをスマートライセンスに変換するために、最初に購入し

た を参照する必要があります。スマートアカウント名、ドメイン、使用中の

仮想アカウントを提供して、スマート ライセンスへの手動変換を行うには、新し

いグローバル ライセンス組織（ ）リクエストを開く必要があります。

注：

• を使用して をスマート ライセンスに変換するセルフサービスは、

新規のお客様のみが利用できます。

• 既存のライセンスからスマートライセンスへの変換は、 チームの助けを借り

て行う必要があり、遅延が発生する可能性があります。

 日間の 回限りの試用モードを使用する必要がないように、 バージョンに

アップグレードする数日前にライセンスをスマートライセンスに変換する計画を立

てる必要があります。

 スマート ライセンス バーチャル アカウントに、過去 日間の

の使用に十分なライセンスがあることを確認します。過度の使用の場合、

はスマート ライセンスへの変換時に高レベルの施行を行う警告モー

ドに入ります。高レベルの施行を行う警告モードになると、

では 日間の試用が 回だけアラームを無音にすることができ、

追加のライセンスを購入する時間を増やすことができます。

 バーチャルエディション アクティベーションライセンス（ ）

はスマートライセンスに変換できません。代わりに、 は使用中の
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の数を自動的にカウントし、スマートアカウントの アクティ

ブノードの下に報告します。お客様は、使用中の の数を表示すること

しかできず、新しい ライセンスを追加することはできません。

 

注： からサービスを無効にすると、 から

クラウドへの情報の送信のみが停止します。 の登録を完全に解

除してサービスを無効にするには、 に移動します。

は、 の展開を

および クラウドに接続できるハイブリッド サービスです。

このサービスでは以下が可能になります。

• インターフェイスの インスタンスに関する情報を参

照する。

• メールと アラートを設定して、 のエラーと警告に

ついて通知を受け取ることが可能になる。

このサービスでは、メトリクスも クラウドに送信します。

 ステータス

タブで、次のステータス情報を確認できます。

• 登録：これは、 のこのインスタンスが クラウドに登録さ

れているかどうかを示します。

• クラウドサービスのアドレス：これは、

が機能するために が到達する必要があるアドレスを示します。

詳細な手順と情報については、『 オンライン ヘルプ』を参照してください。

 ユーザがサインインしたときにメッセージを表示する

サインインページの前または後にユーザーへのメッセージを含むページを挿入できます。たと

えば、サインイン前のメッセージとして法的な警告や、サインイン後のメッセージとしてメン

テナンスの予定を通知できます。

入力したメッセージがページに表示され、次の例のように 続行（ ） ボタンが表示

されます。

https://meeting-infohub.cisco.com/olh/meeting-server-cloud-connector/
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サインイン後にアカウントアクティビティを表示する（

） チェックボックスをオンにすると、サインイン後にアカウントアクティビティが表

示されます。以下のスクリーンショットは、アカウントアクティビティとサインイン後のメッ

セージの両方が表示される例を示しています。

注：変更はすぐに有効になります。

 高度なセキュリティ設定の構成

設定（ ） ページの 高度なセキュリティ（ ） タブで、高度なセ

キュリティ設定を構成できます。デフォルト設定では が機能し、安全

な状態を維持します。ほとんどの環境に適しています。組織のローカルセキュリティ ポリシ

ーで特定の設定が必要な場合にのみ、高度なセキュリティ設定を変更することを推奨します。

注：すべてのセキュリティ設定を適用するには、再起動が必要です。初回のセットアップの一

環として高度なセキュリティ設定をセットアップした場合は、再起動する前に 設定

（ ） ページと ログ（ ） ページですべての構成を完了できます。
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 レート制限のサインイン試行

ユーザが一定の間隔でサインインを試行できる回数を制限できます。レート制限を有効にした

場合、ここで構成されている設定は、 ユーザとローカルユーザの両方に対して有効にな

ります。

サインイン試行が許可された回数はトークンで測定されます。各ユーザは、定義したトークン

の最大数で開始します。サインイン試行が失敗する度に つのトークンを失い、再び利用可能

なトークンの最大数になるまで、各間隔の最後に つずつ取得します。

つの設定があります。

• つのトークンがバケットに追加される速度（秒）

これは各間隔の長さ（秒）で測定されます。デフォルトは 秒です。

• バケットに保持されているトークンの最大数

これは、指定された間隔内にユーザが許可できるサインイン試行の最大数です。デフォ

ルトは トークンです。

つまり、ユーザが最初の間隔のうちにすべてのトークンを使用した場合、 番目の間隔のうち

にサインインを試行できる回数は 回のみです。ユーザがすべてのトークンを使用した後にサ

インインしようとすると、次のメッセージが表示されます。サインイン試行の回数が多すぎま

す。後ほど試してください。これは、ログイン情報が正しい場合でも発生します。

 アイドル セッション タイムアウト

を構成すると、一定の期間に渡って非アクティブなユーザをサインア

ウトできます。 は、ユーザがマウスを移動したり、ボタンをクリック

したり、テキストを入力フィールドに入力したりすると、ユーザがアクティブであると定義し

ます。

アイドル セッション タイムアウトを有効にする場合、デフォルトのタイムアウトは 秒

（ 時間）です。最小値は 秒で、最大 秒（ 時間）です。

注： はステータスを 秒ごとにチェックします。つまり、タイムアウ

トは設定された制限時間プラス最大 秒間に設定できます。

注：アイドル セッション タイムアウトを有効にしても、ユーザはサインインから 時間後

に、アクティブかどうかにかかわらずサインアウトされます。

 のパスワードをリセット

以前のパスワードを検証せずに、 のパスワードをリセットできます。ユーザ

がパスワードを忘れた場合、以前のパスワードを検証せずにパスワードをリセットするオプシ
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ョンがあります。このオプションを有効にすると、 の編集（ ）

ページの パスワードのリセット（ ） ボタンを使用してパスワードをリセ

ットしているときに、以前のパスワードの入力を求めるプロンプトは表示されません（「構成

済みサーバーの追加」セクションを参照）。

以下の設定が表示されます。

以前のパスワードを検証せずにパスワードをリセット このチェックボックスをオンにすると、

以前のパスワードを検証せずにパスワードをリセットできます。このオプションは、デフォル

トではオフになっています。

 設定

との間の接続を有効にする 暗号スイートを選択できます。

ここで構成した設定は、すべての 接続で有効になります。そのため、

が次に対してどのように接続するのかに影響します。

• ブラウザ

• サーバー

• 

• システムログサーバー

• 監査ログサーバー

• 

• 

接続されているブラウザおよびサーバーはすべて、さまざまな暗号スイートをサポートしてい

ます。接続されたユニットが で有効になっている暗号スイートを つ

以上サポートしている場合、 はリストの一番上に最も近い暗号スイー

トを使用します。

デフォルトでは、次の暗号スイートは無効になっています。

• 

注意：特定のブラウザまたはサーバでサポートされているすべての暗号スイートを無効にした

場合 、 に接続できなくなります。

特に、優先するブラウザと サーバでサポートされている暗号スイートが有効になってい

るか確認してください。お使いのブラウザが に接続できない場合や、

が サーバに接続できない場合は、 からロ

ックアウトされている可能性があります。
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 バックアップと復元

に変更を加える前に、常に新しいバックアップを作成することを推奨

します。バックアップには次が含まれます。

• 構成：

• ライセンス設定以外の 設定（ ） ページのすべての詳細

• サーバーの詳細

• すべての グループの詳細

• ローカルユーザのセキュリティポリシー設定

これにはパスフレーズ生成機能の設定が含まれますが、ディクショナリの設定は含まれ

ません

• データベース：

• ローカルユーザの詳細（最近のパスワードのハッシュなど）

• すべての の詳細（ システム を含む）

• パスフレーズディクショナリ

 バックアップの作成

の使用を開始する前に、バックアップを作成することを推奨します。

その後、再展開する必要がある場合は、設定を簡単に再利用できます。

1. 再起動が必要な場合は、すべての設定を有効にできるよう、今すぐこれを行います。

2. 設定（ ） ページで、 バックアップと復元（ ） タブに移

動します。

3. バックアップファイルのダウンロード（ ） をクリックします。

4. パスワードを入力し、 ダウンロード（ ） をクリックします。

5. バックアップファイルとパスワードを安全な場所に保存します。

注：バックアップは暗号化されています。パスワードなしでは使用できません。

 バックアップの復元

バックアップを復元する前に、次の手順を実行します。

• バックアップファイルとパスワードの準備ができていることを確認します。

パスワードは、ユーザまたは別の管理者がバックアップを作成した際に選択されました。
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• すべての設定を復元するか、データベースまたは構成の詳細のいずれかだけを復元する

のかを決定します（以下の手順 を参照）。

• バックアップの復元中は、 サーバーがオンライン上で実行されていることを確認

してください。

• が接続されている場合は、バックアップの復元中に がオンラインであること

を確認します。

注：復元中に サーバーまたは がオフラインの場合、復元は失敗します。

注： の詳細を復元する場合は、ローカル管理者としてサインインしてバックアップを復

元することを推奨します。

以前に保存したバックアップを復元するには、次の手順を実行します。

1. 設定（ ） ページで、 バックアップと復元（ ） タブに移

動します。

2. バックアップファイルのアップロード をクリックします。

3. バックアップファイルを選択します。

4. どちらかまたは両方のオプションを選択します。

• 構成の復元：

• ライセンス設定以外の 設定（ ） ページのすべての詳細

• サーバーの詳細

• すべての グループの詳細

• ローカルユーザのセキュリティポリシー設定

これにはパスフレーズ生成機能の設定が含まれますが、ディクショナリの設定は含まれません

• データベースの復元：

• ローカルユーザの詳細（最近のパスワードのハッシュなど）

• すべての の詳細（ システム を含む）

• パスフレーズディクショナリ

つのオプションのいずれかを確認しない場合は、バックアップを復元できません。

5. パスワードを入力し、復元します。

注： を復元するときにローカルユーザとしてサインインしている場合

は、 はバックアップからアカウントをリストに追加するか、バックア
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ッププロファイルが現在の設定で更新されます。他のすべての設定は、バックアップの設定に

置き換えられます。

 アップグレードイメージを検証するためのキーのアップロード

は、イメージが本物か改ざんされているかを検証する署名をア

ップグレードイメージに埋め込みます。

イメージの署名は、署名付きイメージからアップグレードする場合にのみ検証されます。この

ため、署名されていないイメージから署名付きイメージにアップグレードする場合、つまり、

から へのアップグレード、または旧バージョンへのダウングレードでは、引き続き手

動でハッシュを検証することを推奨します。この機能は、 以降からアップグレードすると

きに完全に有効になります。

バージョン から、特別なビルドにアップグレードするには、特別なキーをアップロードす

る必要があります。 キーのアップロード（ ） ボタンが導入され、管理者が公開

キーをアップロードしてアップグレードイメージを確認できるようになりました。ただし、管

理者は、特別なビルドにアップグレードする場合にのみ、このアクションを実行します。

公開鍵をアップロードするには

1. 設定（ ） ページの アップグレード（ ） タブに移動します。

2. キーのアップロード をクリックし、公開キーを参照して選択します。選択した公開鍵

が検証され、アップロードされます。

注：署名された製品／特別なビルドから別の署名された製品ビルドへのアップグレードは、管

理者からのアクションを必要としません。 は、ハッシュを手動で検証

することなく、アップグレードイメージを自動的に検証します。

 を再起動します。

のほとんどの設定は、適用する前に再起動する必要があります。

を再起動するには、次の手順を実行します。

1. 設定（ ） ページの 再起動（ ） タブに移動します。

2. 再起動（ ） をクリックします。

注： を再起動すると、すべてのユーザが警告なくサインアウトされ、

会議に関する情報はすべて から削除されます。再起動後もアクティブ

な会議の開始時間と、引き続き接続されている参加者の参加時間は、 要求によって元に戻

されます。会議の詳細に表示される時間は正しいですが、イベントログのエントリには新しい

タイムスタンプが与えられます。
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付録 セキュリティの強化

安全な方法で 製品を展開し、運用するセキュリティ強化の詳細については、

『 セキュリティ強化ガイド』を参照してください。

https://www.vmware.com/security/hardening-guides.html
https://www.vmware.com/security/hardening-guides.html
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アクセシビリティの注意事項

シスコは、利用しやすい製品およびテクノロジーの設計および提供に取り組んでいます。

の （ ）は、以下で入手

可能です。

アクセシビリティの詳細については、以下を参照してください。

http://www.cisco.com/web/about/responsibility/accessibility/%20legal_regulatory/vpats.html%23telepresence
http://www.cisco.com/web/about/responsibility/accessibility/%20legal_regulatory/vpats.html%23telepresence
http://www.cisco.com/web/about/responsibility/accessibility/index.html
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の法的情報

このマニュアルに記載されている仕様および製品に関する情報は、予告なしに変更されること

があります。このマニュアルに記載されている表現、情報、および推奨事項は、すべて正確で

あると考えていますが、明示的であれ黙示的であれ、一切の保証の責任を負わないものとしま

す。このマニュアルに記載されている製品の使用は、すべてユーザー側の責任となります。

対象製品のソフトウェアライセンスと限定保証は、製品に添付された『 』

に記載されており、この参照により本マニュアルに組み込まれるものとします。このソフトウ

ェアライセンスまたは限定保証を見つけられない場合は、 の代理店に連絡しコピーを

入手してください。

が採用している ヘッダー圧縮機能は、 オペレーティング システムの

（ ）のパブリック ドメイン バージョンとして、 が開発

したプログラムを採用したものです。

ここに記載されている他のいかなる保証にもよらず、各社のすべてのマニュアルおよびソフト

ウェアは、障害も含めて「現状のまま」として提供されます。シスコおよび上記代理店は、商

品性、特定目的適合、および非侵害の保証、もしくは取り引き、使用、または商慣行から発生

する保証を含み、これらに限定することなく、明示または暗黙のすべての保証を放棄します。

いかなる場合においても、シスコおよびその供給者は、このマニュアルの使用または使用でき

ないことによって発生する利益の損失やデータの損傷をはじめとする、間接的、派生的、偶発

的、あるいは特殊な損害について、あらゆる可能性がシスコまたはその供給者に知らされてい

ても、それらに対する責任を一切負わないものとします。

このマニュアルで使用している アドレスおよび電話番号は、実際のアドレスおよび電話番

号を示すものではありません。マニュアルの中の例、コマンド出力、ネットワークトポロジ図、

およびその他の図は、説明のみを目的として使用されています。説明の中に実際の アドレ

スおよび電話番号が使用されていたとしても、それは意図的なものではなく、偶然の一致によ

るものです。

この文書の印刷されたハード コピーおよび複製されたソフト コピーは、すべて管理対象外と

見なされます。最新版については、現在のオンライン バージョンを参照してください。

シスコは世界各国 箇所にオフィスを開設しています。各オフィスの住所と電話番号は、

当社の サイト をご覧ください。

http://www.cisco.com/
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の商標

シスコおよびシスコロゴは、 またはその関連会社の米国およびその他の

国における登録商標または商標です。シスコの商標の一覧については、

をご覧ください。記載されて

いるサードパーティの商標は、それぞれの所有者に帰属します。「パートナー」という言葉が

使用されていても、シスコと他社の間にパートナーシップ関係が存在することを意味するもの

ではありません。（ ）

http://www.cisco.com/go/trademarks

